
新
緑
の
中
、九
州
オルレ

八
女コース
を
楽
し
ん
だ

４
月
28
日
㈫
朴
鎮
雄
駐
福
岡
大
韓
民
国
総
領
事
と
市

民
約
70
人
が
山
ノ
井
公
園
～
八
女
中
央
大
茶
園
～
岩

戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
の
「
九
州
オ
ル
レ
八
女
コ
ー

ス
」
11
㌔
を
一
緒
に
歩
き
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
は
16
ペ
ー
ジ
）

【今月の主な内容】
6月5日は「環境の日」  6月は「環境月間」
岩戸山歴史文化交流館（仮称）愛称募集
平成27年度 市県民税について
地域から始める男女共同参画

2～5
6

8～9
15
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ご
み
を
出
す
と
き
に
は

「
マ
ナ
ー
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
へ

1
収
集
日
を
確
認
し
、
前
の
日
か

ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な

い
。（
カ
ラ
ス
・
猫
な
ど
の
小
動
物
に

荒
ら
さ
れ
て
、
近
所
迷
惑
の
原
因
と
な

り
ま
す
）

2
ネ
ッ
ト
が
あ
る
場
所
で
は
、

ネ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
掛
け
る
。

3
生
ご
み
は
、
十
分
に
水
切
り

を
！
（
い
や
な
臭
い
の
原
因
で
す
）

4
び
ん
・
缶
な
ど
の
不
燃
物
は
、

可
燃
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ

な
い
。

6月5日は「環境の日」
６月は「環境月間」

平
成
26
年
度
に
八
女
市
全
体
で
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
総
量
（
家
庭
・
事
業
所
を
含
む
一
般
廃
棄
物
）
は

約
１
万
7
千
ト
ン
（
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
を
含
む
）
で
し
た
。
八
女
市
で
は
平
成
26
年
度
か

ら
、「
小
金
属
類
」「
ス
プ
レ
ー
缶
」「
小
型
廃
家
電
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
」「
有
色
ト
レ
イ
」
の
分
別

に
取
り
組
み
、
前
年
度
と
比
較
し
て
5
割
程
度
の
不
燃
ご
み
を
減
量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
捨
て
ら
れ
る
ご
み
の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
、
び
ん
類
・
缶
類
・
紙
類
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
の
「
資
源
ご
み
」
や
、
ま
だ
使
え
る
よ
う
な
品
物
も
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
用
品
を
ご
み
と
し
て
出
す
前
に
資
源
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
品
物
が
な
い

か
、
も
う
1
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
５
日
の
「
環
境
の
日
」
に
は
、
少
し
だ
け
で
も
「
身
近
な
環
境
」
と
「
ご
み
」
の
こ
と
に
目
を
向
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

八
女
市
は
矢
部
川
・
星
野
川
を
は

じ
め
、
大
小
多
く
の
川
が
市
内
を
流

れ
て
い
ま
す
。
東
部
の
山
間
部
か
ら

西
部
の
平
野
部
へ
市
内
を
横
断
し
、

複
数
の
市
町
を
流
れ
、
有
明
海
に
注

ぎ
ま
す
。

　
県
南
の
地
域
を
潤
す
こ
れ
ら
の
川

で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
ポ
リ
袋・缶・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
果
物
な
ど
様
々
な

ご
み
が
、
川
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

場
所
に
よ
っ
て
は
、
写
真
の
よ
う
に
ご

み
が
溜
ま
り
、
悪
臭
を
放
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
川
に
捨
て
て

し
ま
え
ば
目
の
前
か
ら
ご
み
は
消
え

ま
す
が
、
下
流
で
は
迷
惑
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
粗
大
ご
み
が
不
法
投
棄

さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
そ
の
処

理
料
は
税
金
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　
川
は
多
く
の
生
き
物
が
す
む
場
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
や
教
育

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
食

べ
る
米
や
魚
等
が
お
い
し
く
安
全
な

の
も
、
き
れ
い
な
川
の
恩
恵
が
あ
っ
て

の
も
の
で
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
集
積
所
）は
、み
ん
な
で
使
用
す
る
場
所
で
す
。

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
、
ご
み
が
出

せ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

川
へ
ご
み
を

捨
て
な
い
で
！

犬
の
散
歩
中
に
他
人
の
土
地
や
公
共
施
設

（
公
園
・
河
川
・
道
路
等
）
に
フ
ン
を
そ
の
ま

ま
放
置
し
た
り
、
水
路
に
流
し
た
り
す
る
な
ど

一
部
の
無
責
任
な
飼
い
主
に
よ
る
マ
ナ
ー
違
反

に
よ
り
地
域
住
民
が
大
変
迷
惑
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

散
歩
は
排
せ
つ
の
機
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

散
歩
中
に
フ
ン
を
す
る
場
合
は
、
袋
と
ス
コ
ッ

プ
を
持
参
し
て
、
フ
ン
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
必
ず

自
宅
へ
持
ち
帰
り
、
可
燃
ご
み
と
し
て
処
理
し

ま
し
ょ
う
。
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無
許
可
で
の
不
用
品
回
収
行
為
に
ご
注
意
を

不
燃
ご
み
・
資
源
ご
み
置
場
設
置
事
業
補
助
金

３Ｒとは、リデュース（Reduce：ごみを減らす）、リユース
（Reuse：繰り返し使う）、リサイクル（Recycle：資源とし
て再生利用する）の英単語の頭文字３つのＲを指します。

★繰り返し使えるびんを回
収してもう一度使ったり、
修理したりして使えるもの
があれば修理するなど、再
利用することに努めましょ
う。

★買い物前に買い
物メモを作り「必
要な物だけ買うよ
うにする」、料理は
食べられる量だけ
作り「食べ残しをし
ないようにする」な
ど、できるだけごみ
を出さないような
工夫をしましょう。

★びん、缶、ペットボトル、キャップ、
白色・有色トレイ、紙類（紙パック、
新聞、段ボール、雑紙）、古布、蛍光
管、乾電池、小金属類、スプレー缶、
小型廃家電などは貴重な資源としてリ
サイクルをお願いします。

②リユース
（Reuse）
繰り返し使う

①リデュース
（Reduce）
ごみを減らす

③リサイクル
（Recycle）
資源として再生
利用する

3Ｒに取り組もう

3Ｒ

環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、
行
政
区

に
お
け
る
不
燃
ご
み
・
資
源
ご
み
置

場
の
設
置
ま
た
は
改
築
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象
＝
行
政
区
が
設
置
ま
た
は
改

築
し
、管
理
す
る
不
燃
ご
み
・
資
源
ご

み
置
場
で
あ
る
こ
と
。※
過
去
３
年
以

内
に
設
置
ま
た
は
改
築
を
行
い
、一
度

補
助
金
を
受
領
し
て
い
る
場
合
は
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◦
補
助
金
額
＝
１
か
所
に
つ
き
設
置

費
の
３
分
の
１
以
内
（
限
度
額
は
下

表
の
と
お
り
）

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
ご
み
置
場
の
平
面
図
・
立
面
図
（
工

事
内
容
が
分
か
る
も
の
）

②
見
積
書
（
工
事
の
金
額
明
細
が
分

か
る
も
の
）
※
事
前
に
工
事
着
手
さ

れ
た
場
合
は
補
助
金
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
環
境
衛
生

協
議
会
事
務
局
（
八
女
市
役
所
環
境

課
）☎
２
３
・
１
４
６
２

内　　容 限 度 額

不燃ごみ置場のみの設置・改築 50,000円

資源ごみ置場のみの設置・改築 100,000円

不燃ごみと資源ごみ置場を併用
する設置・改築 100,000円

家
庭
の
廃
棄
物（
ご
み
）は「
一
般
廃
棄
物
」で
す
。

一
般
廃
棄
物
を
収
集
・
運
搬
・
処
分
す
る
に
は
、
廃

棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
「
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許

可
」
が
必
要
で
す
。
古
物
営
業
の
許
可
、
貨
物
運

送
業
の
許
可
の
み
で
は
、
一
般
廃
棄
物
を
収
集
・
運

搬
・
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
町
内
を
巡
回
し
、
ご

み
を
回
収
す
る
よ
う
な
業
者
が
、
消
費
者
に
回
収

料
金
・
処
分
料
金
（
代
金
）
を
求
め
る
こ
と
は
違

法
で
す
。
業
者
か
ら
代
金
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、

引
き
渡
し
を
断
り
、
八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
こ
の
よ
う

な
業
者
を
見
か
け
た
場
合
に
は
環
境
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
八
女
市
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
金
属
お
よ

び
家
電
製
品
の
資
源
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
処
分
さ
れ
る
際
は
、
各
行
政
区
の
資
源
ご
み

置
き
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、自
転
車
、ガ
ス
テ
ー

ブ
ル
な
ど
大
型
の
物
は
八
女
市
環
境
課
に
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
引
き
取
り
に
係
る
費
用
は
発
生
し

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
再
資
源
化
に
よ
り
発
生
し
た
売

却
益
は
、
市
に
受
入
れ
を
行
い
、
ご
み
処
理
に
要
す

る
経
費
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・エ
ア
コ
ン
・
室
外
機
・
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
は
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の
対
象

品
目
で
す
の
で
、
家
電
販
売
店
に
て
処
分
を
お
願
い

し
ま
す
。

限りある資源を有効に使うため、また物を大切に使
う心を育てるためにも、３Ｒに取り組みましょう。
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小
魚
が
住
め
る
清
ら
か
な
小
川
を
少
し
ず

つ
で
も
増
や
す
た
め
に
は
、
環
境
汚
染
の
７

割
と
い
わ
れ
る
生
活
排
水
を
浄
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

浄
化
槽
は
、し
尿
と
共
に
生
活
雑
排
水
（
台

所
、
風
呂
お
よ
び
洗
濯
排
水
）
を
生
態
系
に

負
担
を
か
け
な
い
程
度
ま
で
浄
化
す
る
優
れ

た
設
備
で
す
。
こ
の
浄
化
槽
の
普
及
を
促
進

す
る
た
め
、
設
置
者
（
下
水
道
認
可
区
域
お

よ
び
共
同
住
宅
等
を
除
く
）
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

優
れ
た
設
備
で
は
あ
り
ま
す
が
、
管
理
を

怠
る
と
そ
の
効
果
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
管
理
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が

重
要
で
す
。

①
保
守
点
検　
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
と
委

託
契
約
し
て
定
期
的
に
点
検
す
る
。

②
清
掃（
年
１
回
以
上
）　

市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
と

委
託
契
約
し
て
実
施
す
る
。

浄
化
槽
の
点
検
と
清
掃

は
法
律
で
も
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、罰
則
も
あ
り
ま
す
。

清
ら
か
な
流
れ
の
ふ
る
さ
と

を
守
る
た
め
に
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

補
助
金
の
額
に
つ
い
て

　
下
水
道
認
可
区
域
を
除

き
、国
庫
基
準
額
に
基
づ
き
、

上
の
表
の
額
を
限
度
と
し
て

補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す（
集
合
住
宅・店
舗・

事
務
所
を
除
く
）。

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
で
汚
水
を
処

理
す
る
施
設
で
あ
り
、
私
た
ち
に
快
適
な
生

活
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

浄
化
槽
を
正
し
く
使
わ
な
い
と
河
川
や
海
な

ど
を
汚
す
原
因
と
な
り
、
悪
臭
の
原
因
と
も

な
り
ま
す
。

1
浄
化
槽
は
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
！

①
ブ
ロ
ワ
の
電
源
は
、切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
天
ぷ
ら
油
や
野
菜
く
ず
な
ど
は
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

③
保
守
点
検
・
清
掃
は
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

2
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

浄
化
槽
を
新
し
く
設
置
し
た
場
合
は
、
使

用
開
始
の
直
前
に
１
回
目
の
保
守
点
検
を
受

け
、
使
用
開
始
か
ら
３
か
月
を
経
過
し
た
日

か
ら
５
か
月
の
間
に
、
本
来
の
性
能
を
有
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
法
定
検

査
の
受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
浄
化
槽
に
は
、
定
期
的

な
保
守
点
検
や
清
掃
に
加
え
、
浄
化
槽
の
保

守
点
検
や
清
掃
な
ど
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
第
三
者
機

関
（
県
知
事
の
指
定
検
査
機
関
）
に
よ
る
法

定
検
査
受
検
が
年
１
回
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

地区名 旧八女市地区
河川名 山の井川 花宗川 中の井川

測定地点 山　内 黒　土 豊　福 大　島 室　岡 下津江 高　塚 大の井手
（上稲富） 前古賀 北馬場 納　楚 下稲富

5 ～ 9月 0.5未満 1.3 4.8 1.4 1.7 0.5 未満 2.0 1.8 1.4 7.5 2.1 7.5 

10 ～ 4月 1.0 1.3 9.4 1.5 1.5 1.1 2.7 2.5 2.0 11.0 1.2 11.0 

地区名 黒木地区 立花地区
河川名 剣持川 笠原川 田代川 矢部川 中原川 白木川 大倉谷川 辺春川 柳川用水 遠久谷川
測定
地点

古賀橋
付近

中学橋
付近

唐干田
橋付近

釜屋宮
付近

花宗
溜池 山下橋 合ノ原橋 川原田橋 城ノ下橋 紅葉橋 山中橋 中島橋 社日橋 眼鏡橋

8~9月 0.5未満 0.7 0.7 0.9 2.2 0.5未満 0.5未満 0.5 0.5未満 0.7 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

2月 0.6 0.5 0.6 1.0 1.6 1.4 1.2 1.4 1.7 2.7 0.9 0.7 1.0 0.8

地区名 立花地区 上陽地区 矢部地区 星野地区
河川名 鳴竹川 広川 下横山川 横山川 星野川 柏木川 矢部川 樅鶴川 御側川 星野川
測定
地点

柚ノ木
付近

耳納大橋
付近

市道下横
山線沿い

市道黒岩
線沿い

藤木区消防
道路付近

北川内公
園付近 半沢区堰 西園

付近
所野広場

付近
神ノ窟
付近

稗田
付近

十籠交差
点付近

年の神橋
付近

8~9月 0.5未満 0.8 0.5未満 0.6 0.6 0.6 0.7 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5

2月 0.7 0.7 1.0 0.6 0.8 0.7 1.0 0.5未満 0.5 0.6 0.5未満 0.6 0.5

※旧八女市地区の表の数値は、BOD（水の汚れの程度を示す単位。数値が大きいほど汚れた水）を示します。環境基準は、通水期（5
月～ 9月）は3㎎ /ℓ以下、停水期（10月～ 4月）は5㎎ /ℓ以下が目標です。表の数値は、年間検査集計の75％値です。

※黒木地区、立花地区、上陽地区、矢部地区および星野地区の表の数値は、BODの実測値です。これらの地区の河川の環境基準値は、
2㎎ /ℓ以下です。

（単位：㎎/ℓ）

八女市の河川
の水質の状況

河川の汚濁の主な原因は、家庭から浄化されずに流される台所、洗濯、風呂水等の
生活排水です。これらの排水に気をつけていただくとともに、下水道への加入と浄化
槽の設置について、ご協力をお願いします。また、単独処理浄化槽を設置されてい
る家庭も、合併処理浄化槽への切り替えをお願いします。

5人槽 7人槽 10人槽

332,000円 414,000円 548,000円

平成
26年度

※③奨励金の額は、１台につき15,000円を限度とします。

浄
化
槽
は
「
生
き
物
」
で
す

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
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市
お
よ
び
環
境
衛
生
協
議
会

で
は
、
ご
み
減
量
の
た
め
に
生
ご

み
処
理
器（
機
）の
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
（
下
表
参

照
）。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

《
①
②
の
場
合
》

購
入
価
格
か
ら
補
助
金
額
を
差

し
引
い
た
代
金
と
印
鑑
（
申
請

時
、
窓
口
に
お
い
て
差
引
補
助
）

《
③
の
場
合
》

購
入
し
た
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

の
領
収
書
、
保
証
書
（
販
売
店
の

記
載
が
必
要
）、
奨
励
金
振
込
口

座
通
帳
（
コ
ピ
ー
可
）、
印
鑑

（
注
意
）
生
ご
み
処
理
器
の
利
用

は
臭
い
を
伴
い
ま
す
の
で
設
置

に
際
し
て
は
周
辺
住
民
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
補
助
金・奨
励
金
申
請
の
問
い

合
わ
せ

▽
環
境
課
（
☎
２
３・１
４
６
２
）

▽
黒
木
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）
▽
立
花

支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
２

３
・
４
９
３
３
）
▽
上
陽
支
所

市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
４
・

２
２
１
８
）
▽
矢
部
支
所
市
民

生
活
福
祉
課
（
☎
４
７
・
３
１

１
１
）
▽
星
野
支
所
市
民
生
活

福
祉
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

市
役
所
本
庁
南
側
１
階
に
、
今
年
も
緑
の

カ
ー
テ
ン
（
８
年
目
）
を
設
置
し
、
地
球
環

境
に
優
し
い
環
境
保
全
型
家
庭
菜
園
の
モ
デ

ル
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
つ
る
性
植
物
を

利
用
し
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
、
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
遮
断

効
果
、
葉
の

気
孔
か
ら
の

水
分
蒸
散
に

よ
り
、
日
差
し

や
騒
音
を
和

ら
げ
て
く
れ

る
だ
け
で
は
な

く
、
室
温
の
上

昇
も
抑
え
る

効
果
な
ど
が

あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
省
エ
ネ
効
果
と
、
地
球

温
暖
化
の
主
な
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
削

減
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
貢
献
で
き
ま
す
。

た
か
が
植
物
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
真

夏
に
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る
肌
を
刺
す
よ

う
な
太
陽
の
日
差
し
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
木

陰
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
植
物

な
ら
で
は
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
、
過
去
４

年
間
の
実
績
数
値
か
ら
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
よ
り
、
室
内
の
エ

ア
コ
ン
設
定
温
度
を
、
数
℃
上
げ
る
こ
と
も

可
能
と
な
り
ま
す
。

「
ニ
ガ
ウ
リ
等
」
の
つ
る
性
植
物
を
植
え

て
、
強
い
日
差
し
を
遮
断
し
、
涼
し
い
風
情

を
つ
く
り
だ
す
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

種　　類 内　　容 価　格 補助金額

①コンポスト 畑据付型 7,066円 2,000円

②EMバケツ バケツ型 2,060円 1,000円

③電気式処理機 屋外・屋内
設置型 購入価格

購入価格の
２分の1
(奨励金)

※③奨励金の額は、１台につき15,000円を限度とします。

ご
み
減
量
の
た
め
の

「
生
ご
み
処
理
器
」
購
入
補
助
金

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

　光化学オキシダント（光化学スモッグ）とは、工場
の煙や自動車の排出ガスなどに含まれる窒素酸化物や
炭化水素などが、太陽の紫外線により光化学反応を
起こし、光化学オキシダントという有害な物質が生成
されます。この物質によるスモッグを光化学スモッグ
といい、ある濃度以上になると目がチカチカしたりの
どが痛くなったり、植物に悪い影響が出たりすること
があります。
◦光化学オキシダント注意報等の発令について
　福岡県が八女市に注意報等の発令を行った場合、
速やかに、ＦＭ八女の一斉放送でお知らせします。
◦注意報等発令時の行動の目安
　外出は控え、屋外での作業や運動はやめて、家の
中に入りましょう。目や喉に刺激を感じたときは、洗
眼やうがいをし、室内で安静にしましょう。症状がひ
どい場合は、医療機関を受診してください。また、市
では被害状況の把握を行いますので、本庁環境課も
しくは支所までご連絡ください。

　大気中に浮遊する小さな粒子のうち、粒子の大きさ
が2.5マイクロメータ以下の非常に小さな粒子のことで
す。その成分には、炭素成分、硝酸塩、硫酸塩、ア
ンモニウム塩のほか、ケイ素、ナトリウム、アルミニ
ウムなどの無機元素などが含まれます。また、さまざ
まな粒径のものが含まれており、地域や季節、気象条
件などによって組成も変動します。
◦ＰＭ2.5に係る注意喚起
　ＰＭ2.5の濃度が、暫定的な指針値である日平均値
70マイクログラム／㎥を超えると予測される場合に、
福岡県が注意喚起を行います。注意喚起の判断は、
福岡県が、早朝と午後の早い時間に行います。
◦注意喚起（解除）のお知らせ方法
　福岡県が筑後地域に注意喚起（解除）を行った場合、
速やかに、ＦＭ八女の一斉放送でお知らせします。
◦注意喚起時の行動の目安
　不要な外出や屋外での長時間の激しい運動をでき
るだけ減らしましょう。換気や窓の開閉を最小限にし、
屋内への外気の侵入をできるだけ少なくしましょう。
呼吸器系や循環器系疾患のある方、小さいお子様や
ご高齢の方は、より慎重に行動しましょう。

　福岡県の防災情報等メール配信システム（防災
メールまもるくん）に登録いただくと、光化学オキシ
ダント注意報発令等やＰＭ2.5注意喚起の情報が配
信されます。登録は、携帯電話やスマートフォンで
mamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jpに空メール
を送信するか、下記のＱＲコードを読み取って行うこ
とができます。また、大気汚染の情報が公表されてい
る福岡県のホームページに、八女市
のホームページからリンクをはって
いますのでご利用ください。
◦問い合わせ＝環境課環境保全係

（☎２３・１４６２）　

光化学オキシダント、微小粒子状物質
（ＰＭ２．５）についてお知らせします。

◉光化学オキシダントとは

◉ＰＭ2.5とは

◉注意喚起や注意報等発令情報の入手方法

QR コード
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本
年
度
、
八
女
市
で
は
小
学
校
で
お
よ

そ
５
３
０
人
、
中
学
校
で
お
よ
そ
５
４
０

人
の
新
一
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。
笑
顔

で
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
か
ら
、
元

気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
▽
市
で
は

子
育
て
支
援
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
今
年

度
か
ら
子
ど
も
の
学
習
環
境
の
充
実
と
あ

わ
せ
て
、
入
学
時
に
お
け
る
家
庭
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
「
小
中
学
校

入
学
祝
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
小
学
校

入
学
児
童
一
人
に
つ
き
3
万
円
、
中
学
校

入
学
生
徒
一
人
に
つ
き
5
万
円
を
支
給
し
、

子
育
て
世
代
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
も
の
で
す
。
▽
全
国
で
地
方
創
生
に

向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
は
次
代
を
担
う
地
域
の
宝
で
あ
り
、

限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
た
存
在
で
す
。

▽
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

充
実
し
た
教
育
が
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備

を
進
め
、
八
女
の
子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ

と
を
愛
し
、
こ
こ
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇

り
に
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「次代を担う
⑳市長コラム

mayor's column

　　地域の宝」

八
女
市
吉
田
地
区
の
岩
戸
山
古
墳
北

側
に
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
（
仮
称
）

を
建
設
し
、
11
月
下
旬
の
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

各
種
体
験
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備

し
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
世
代
を

超
え
た
交
流
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
め
る

催
し
を
実
施
し
て
多
く
の
皆
さ
ま
が
集

い
賑
わ
う
空
間
と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、

岩
戸
山
古
墳
や
筑
紫
君
磐
井
を
中
心
と

し
た
資
料
を
展
示
し
、
八
女
の
古
代
に

想
い
を
馳
せ
な
が
ら
郷
土
愛
が
育
ま
れ

る
よ
う
な
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
館
が
皆
さ
ま
か
ら
親
し
み
を
も
っ

て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
施
設

の
「
愛
称
」
を
募
集
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間

6
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

◦
募
集
方
法

▽
市
内
外
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募

で
き
ま
す
（
関
係
者
応
募
不
可
）
。

▽
お
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、

異
な
る
愛
称
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
は
が
き
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

▽
様
式
は
任
意
で
構
い
ま
せ
ん
が
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
お
よ
び
愛

称
の
説
明
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◦
審
査
の
方
法

岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
（
仮
称
）
愛

称
検
討
委
員
会
で
審
査
し
、
応
募
さ
れ

た
中
か
ら
１
点
を
採
用
作
品
、
５
点
以

内
を
入
賞
作
品
と
し
ま
す
。

◦
賞
品

▽
採
用
作
品
１
点　

八
女
の
特
産
品

▽
入
賞
作
品
５
点
以
内　

八
女
の
特
産

品◦
審
査
の
発
表

採
用
お
よ
び
入
賞
の
人
に
は
、
直
接
通

知
し
ま
す
。
ま
た
、
採
用
す
る
愛
称
は

広
報
や
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま

す
。

◦
応
募
先

八
女
市
教
育
委
員
会　

文
化
課

〒
８
３
４ｰ

８
５
８
５

福
岡
県
八
女
市
本
町
６
４
７
番
地

N
２
４
・
４
３
３
１

Qbunka@
city.yam

e.lg.jp

◦
問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
交
流
館
係
（
岩
戸
山
歴
史
文

化
交
流
館
（
仮
称
）
内
）

☎
２
4
・
３
２
０
０

岩戸山歴史文化交流館（仮称）

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛
称
募
集

11月下旬オープン予定の施設

1１月下旬オープン！



　
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児

童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

届
は
６
月
１
日
の
状
況
を
確
認
す

る
も
の
で
、
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
現
況
届
」
は
、
子
育
て
支
援

課
か
ら
６
月
12
日
㈮
に
発
送
し
ま

す
。「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
申
請
書
（
上
記
参
照
）」
と

あ
わ
せ
た
様
式
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、内
容
を
確
認
後
に
押
印
し
、

必
要
な
書
類
を
付
け
て
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
は
市
役
所
本
庁
や
各

支
所
へ
直
接
持
参
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

⃝

受
付
期
間
＝
６
月
15
日
㈪
か
ら

６
月
30
日
㈫
ま
で
同
封
の
返
送

用
封
筒
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
消

印
有
効
）

※
受
付
期
間
中
に
持
参
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

持
参
す
る
人
は
、
本
庁
２
０
６

会
議
室
ま
た
は
各
支
所
市
民
生

活
福
祉
課
に
平
日
の
９
時
か
ら

17
時
15
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
本
庁
子
育
て
支
援
課
で
は
、

水
曜
日
の
み
19
時
ま
で
受
け
付
け

が
で
き
ま
す
）

⃝

添
付
す
る
も
の
＝　
　
　
　

①
受
給
者
（
父
ま
た
母
、
扶
養

義
務
者
）
の
健
康
保
険
証
の
写

し
（
表
面
の
コ
ピ
ー
）

②
受
給
者
が
児
童
と
別
住
所
の

場
合
は
、
児
童
の
住
民
票
謄
本

（
児
童
が
八
女
市
内
の
場
合
は
不

要
で
す
）

③
受
給
者
が
平
成
27
年
１
月
２

日
以
降
に
八
女
市
に
転
入
し
た
場

合
は
、
受
給
者
の
前
住
所
地
の
所

得
課
税
証
明
書
（
平
成
26
年
分
）

※
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
所
得
課
税
証
明

書
も
必
要
で
す
。

※
現
在
、
父
母
の
所
得
の
低
い
人

が
受
給
者
で
、
父
母
間
の
所
得

に
一
定
以
上
の
開
き
が
あ
る
場
合

は
、
所
得
の
高
い
人
に
受
給
者
を

変
更
す
る
た
め
来
庁
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
務
員
は
、
勤
務
先
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、

子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
臨
時
特
例

的
な
給
付
措
置
と
し
て
「
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
」
を
給
付
し
ま
す
。 

※
申
請
を
さ
れ
て
も
審
査
の
結
果
対
象
外
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
対
象
の
公

務
員
の
人
へ
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
要

な
書
類
を
各
職
場
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
給
付
要
件
】 

⃝

給
付
対
象
者
＝
平
成
27
年
5
月
31
日
に
八

女
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
人
で
、 

平
成

27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
る
人      

※
た
だ
し
、
特
例
給
付
（
児
童
手
当
の
所
得

制
限
額
以
上
の
人
に
、
児
童
１
人
当
た
り
月

額
５
千
円
を
支
給
し
て
い
る
も
の
）
を
受
給

さ
れ
る
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

※
児
童
手
当
の
認
定
請
求
を
失
念
す
る
等
し

て
、
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
対
象

と
な
る
児
童
分
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
い
人

に
つ
い
て
も
支
給
対
象
に
な
り
得
る
の
で
、
平

成
27
年
５
月
31
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市 

区
町
村
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

⃝

対
象
児
童
＝
給
付
対
象
者
の
平
成
27
年
６

月
分
の
児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童 

⃝

給
付
額
＝
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円 

⃝

基
準
日
＝
平
成
27
年
５
月
31
日 

【
申
請
方
法
】
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
人

に
は
６
月
12
日
㈮
に
申
請
書
を
発
送
し
ま
す
。 

※
申
請
書
は「
児
童
手
当・特
例
給
付
現
況
届
」

と
統
一
様
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
書
類
に

記
入
、
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
返
信
用

封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。 

【
申
請
期
間
】
平
成
27
年
６
月
15
日
㈪
～
12

月
14
日
㈪
※
消
印
有
効 

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】
原
則
と
し
て
郵
送
に

よ
る
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。 

⃝

八
女
市
役
所 

子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
家

庭
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
） 

【
窓
口
申
請
】　
郵
便
で
の
提
出
が
困
難
な
場

合
、
次
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す 

⃝

窓
口
受
付
期
間
＝
６
月
17
日
㈬
～
12
月
14

日
㈪ 

⃝

受
付
窓
口
・
時
間
＝
▽
本
庁
２
０
６
会
議

室
平
日
９
時
～
17
時
15
分
（
土
・
日
、
祝
日

を
除
く
） 

▽
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
窓
口
平
日
９
時

～
17
時
15
分
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
） 

※
そ
れ
以
外
の
人
で
、 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
児
童

福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
児
童
は
、
八

女
市
で
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
人
は
、
基
準
日
（
平
成
27
年
５

月
31
日
）
時
点
で
住
民
票
が
八
女
市
に
あ
る

人
が
対
象
で
す
。

「子育て世帯臨時特例給付金」の申請受付が　　始まります
　　受給できる可能性がある人には、申請書を発送します

6/15
㈪から

ご自宅や職場などに市区町村や厚
生労働省（の職員）などをかたっ
た電話がかかってきたり、 郵便が
届いたら、迷わず、お住まいの市
区町村や最寄りの警察署（または
警察相談専用電話 (♯９１１０）に
ご連絡ください。

｢臨時福祉給付金｣（簡素な給付措置） 
や｢子育て世帯臨時特例給付金」の
"振り込め詐欺 "や "個人情報
の詐取 "にご注意ください

児
童
手
当
の「
現
況
届
」は
、今
年

か
ら
郵
送
で
提
出
で
き
ま
す

児

消

　
　
　
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭

　
係（
☎
２
３・１
３
５
１
）

申請は郵送で

広報やめ　2015.6.17



平
成
27
年
１
月
１
日
現
在

◦
市
内
に
居
住
し
平
成
26
年
中
に
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
人

◦
市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、
市
内

に
事
務
所
、
事
業
所
、
家
屋
敷
を
所

有
し
て
い
る
人

【
均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い

人
】

◦
平
成
26
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
人

◦
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

◦
障
害
者
、
未
成
年
、
寡
婦
（
寡
夫
）

で
平
成
26
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

１
２
５
万
円
以
下
の
人

◦
平
成
26
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

次
の
算
式
で
求
め
た
額
以
下
の
人

　

28
万
円
×
（
本
人
＋
控
除
対
象
配

偶
者
＋
扶
養
親
族
数
）
＋
16
万
８
千

円
。
※
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶

養
親
族
が
い
る
場
合
の
み
、
16
万
８
千

円
を
加
算
し
ま
す
。

【
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人
】

◦
平
成
26
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

次
の
算
式
で
求
め
た
額
以
下
の
人

　

35
万
円
×
（
本
人
＋
控
除
対
象
配

偶
者
＋
扶
養
親
族
数
）
＋
32
万
円

※
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親

族
が
い
る
場
合
の
み
、
32
万
円
を
加

算
し
ま
す
。

徴 収 方 法 自分で納付（普通徴収） 年金からの引き落とし（特別徴収）

年 度 前半 後半

徴 収 月 6月 8月 10月 12月 2月

税 額

3,000円 3,000円 2,000円 2,000円 2,000円

１／４ １／４ １／６ １／６ １／６
年税額の 年税額の

徴 収 方 法 年金からの引き落とし（特別徴収）

年 度 前半（仮徴収） 後半（本徴収）

徴 収 月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税 額

2,000円 2,000円 2,000円 3,000円 3,000円 3,000円

１／３ １／３ １／３
27年2月と同じ額 27年度税額の残りの

現在まで年金から特別徴収されていない人、または
年金からの特別徴収が途中で中止になった人

前年度に引き続き特別徴収の人

例平成27年度の税額が12,000円の場合

例平成27年度の税額が15,000円、平成27年2月の徴収税額
が2,000円だった場合

例
１

例
２

税▼
市
県
民
税
を
納
め
る
人

▼
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

平
成
27
年
度 

市
県
民
税
に
つ
い
て

◉
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

公的年金からの市県民税の徴収方法

8　2014.6.1　広報やめ

平
成
27
年
度
の
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
６
月
8
日
付
で
郵
送
し
ま
す
。
納
税

通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市

県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
へ
の
非
課
税
の
お
知
ら
せ
は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
度
の
市
県
民
税
は
、
１
月
１
日
に
本
市
に
住
所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、

平
成
26
年
中
の
所
得
を
も
と
に
計
算
し
、
決
定
し
ま
す
。
退
職
な
ど
に
よ
り
現
在
収

入
が
な
く
て
も
、
平
成
26
年
中
に
収
入
が
あ
れ
ば
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。



広報やめ　2015.6.19 広報やめ　2015.6.19

　
市
県
民
税
を
納
め
る
方
法
は
、
主

に
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方
法
（
普

通
徴
収
）・
・
・
事
業
所
得
者
な
ど

※
市
か
ら
個
人
あ
て
に
直
接
送
付
す

る
納
税
通
知
書
（
６
月
8
日
付
発
送
）

に
よ
り
、
年
税
額
を
平
成
27
年
６
月
、

８
月
、
10
月
、
平
成
28
年
１
月
の
４

回
の
納
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◦
勤
務
先
で
給
与
か
ら
差
し
引
い
て
納

め
る
方
法
（
給
与
特
別
徴
収
）・
・
・

給
与
所
得
者

※
年
税
額
を
平
成
27
年
６
月
か
ら
平

成
28
年
５
月
ま
で
の
12
回
に
分
け
て
、

給
与
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◦
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め

る
方
法
（
年
金
特
別
徴
収
）・
・
・
公

的
年
金
受
給
者

※
年
税
額
を
平
成
27
年
４
月
か
ら
平

成
28
年
２
月
ま
で
年
金
支
給
月
の
６

回
に
分
け
て
、
年
金
か
ら
差
し
引
い
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
22
年
10
月
支
給
の
年
金
か
ら

市
県
民
税
の
特
別
徴
収
（
以
下
「
年

金
特
徴
」）
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
年

金
特
徴
と
は
、
市
県
民
税
の
う
ち
、

公
的
年
金
に
か
か
る
市
県
民
税
額
を

年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。

年
金
特
徴
は
、
徴
収
方
法
が
変
更

に
な
る
だ
け
で
、
市
県
民
税
の
税
額

が
変
更
に
な
る
制
度
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◦
対
象
と
な
る
人

　
次
の
①
～
⑤
す
べ
て
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
人

①
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る

満
65
歳
以
上
の
人
（
平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
）

②
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得
に
対
し

て
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
人

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年

金
、
老
齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
人

④
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
引
き
続

き
八
女
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

⑤
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
さ
れ
て
い
る
人

※
ご
自
身
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
か

は
、
６
月
8
日
付
発
送
の
市
県
民
税

納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
徴
収
方
法　
※
前
ペ
ー
ジ
参
照

　
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
対
す

る
市
県
民
税
を
、
年
６
回
（
４
月
・

６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
・
翌
年

２
月
）
の
年
金
支
給
月
ご
と
に
年
金

か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
（
特
別
徴
収
）。

■
個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
延
長
・
拡
充

  

個
人
住
民
税(

市
・
県
民
税)

の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
に
つ
い
て
、
対
象
期
間(

現
行:

平
成

25
年
12
月
31
日
ま
で)

が
平
成
26
年
1
月
1

日
か
ら
平
成
31
年
6
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
の
期
間
の
う
ち
、
平
成
26
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
31
年
6
月
30
日
ま
で
に
居
住

を
開
始
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
控
除
限
度
額

が
9
万
７
５
０
０
円
か
ら
13
万
６
５
０
０
円

に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
の
う

ち
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

を
、
下
記
控
除
限
度
額
の
範
囲
内
で
住
民
税

か
ら
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
26
年
4
月
1
日
以
降
の
控
除
限
度
額

は
、
住
宅
の
取
得
対
価
の
額
ま
た
は
費
用
の

額
に
含
ま
れ
る
消
費
税
等
の
税
率
が
、
8
％

ま
た
は
10
％
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
、
そ
れ

以
外
の
場
合
に
お
け
る
控
除
限
度
額
は
現
行

と
同
様
で
す
。

※
特
定
増
改
築
等
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
省
エ

ネ
改
修
工
事
等
）
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
、
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
、

住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額
控
除
お
よ
び
、
認

定
住
宅
新
築
等
特
別
税
額
控
除
に
つ
い
て

は
、
住
民
税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
お
よ
び
譲

渡
所
得
等
に
対
し
て
の
軽
減
税
率
の
廃
止

　
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
所
得
等
に
係

る
税
率
は
、
特
例
措
置
に
よ
り
平
成
25
年
12

月
31
日
ま
で
10
％
（
所
得
税
7
％
、
住
民
税

３
％
）
の
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
26
年
1
月
1
日
以
後
は
本
則
税

率
の
20
％
（
所
得
税
15
％
、
住
民
税
５
％
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
49
年
ま
で
は
復
興
特
別
所
得
税

（
2.1
％
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
納
め
る
方
法

▼
公
的
年
金
か
ら
の
市
県
民
税
の

引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

▼
平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
分
所
得
）

課
税
の
主
な
改
正
点

主な改正
点です！

改正前 改正後

居住年 平成25年12月31日
まで

平成26年1月1日～
3月31日まで

平成26年4月1日～
平成31年6月30日

まで

控除
限度額

所得税の課税
総所得金額等の５％
( 最高 97,500 円 )

所得税の課税
総所得金額等の 5％

(最高 97,500円 )

所得税の課税
総所得金額等の７％

(最高136,500円)



　

平
成
27
・
28
年
度
の
競
争
入
札
参
加
資
格
登

録
申
請
（
建
設
工
事
・
業
務
委
託
・
物
品
）
を

受
け
付
け
ま
す
。
新
規
登
録
の
方
お
よ
び
平
成

25
・
26
年
度
に
登
録
済
み
で
平
成
27
・
28
年
度

に
も
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。（
地

方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４
に
該
当
す

る
者
を
除
く
）

⃝

受
付
期
間
＝
７
月
１
日
㈬
～
７
月
17
日
㈮
※

土
・
日
を
除
く

⃝

受
付
時
間
＝
【
午
前
の
部
】
９
時
～
11
時
45

分
【
午
後
の
部
】
13
時
～
16
時
45
分

⃝

受
付
場
所
＝
２
０
２
会
議
室
ほ
か
（
八
女
市
役

所
本
庁
北
庁
舎
２
階
）

⃝

登
録
有
効
期
間
＝
平
成
27
年
10
月
１
日
～
平

成
29
年
9
月
30
日

⃝

申
請
要
領
お
よ
び
様
式
＝
八
女
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
．ｙ

ａ
ｍ
ｅ
．
ｆｕ
ｋｕ
ｏ
ｋ
ａ
．
ｊ
ｐ
）
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
場
合
は
、
本

庁
お
よ
び
各
支
所
の
総
務
課
で
有
料
に
て
配
付
し

ま
す
。（
１
ペ
ー
ジ
に
つ
き
10
円
）

⃝

書
類
提
出
方
法
＝
※
持
参
の
み
。
郵
送
に
よ
る

提
出
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

⃝

申
請
手
順

①
申
請
要
領
に
従
っ
て
書
類
を
準
備
し
、
不
備
が

な
い
か
十
分
に
確
認
し
た
後
、
受
付
場
所
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
不
足
書
類
や
記
入
漏
れ
な
ど

不
備
が
な
け
れ
ば
書
類
受
付
票
を
交
付
し
ま
す
。

②
後
日
、
書
類
審
査
を
行
い
ま
す
（
立
ち
会
い
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※
審
査
の
結
果
、
再
提
出
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
平
成
27
年
７
月
31
日
㈮
ま
で
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
審
査
の
結
果
、
登
録
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
、
提
出
書
類
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

③
後
日
、
審
査
結
果
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
契
約
係

（
☎
２
４
・
８
０
２
０
）

　

八
女
市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
や
地
域
再
生
・
活
性

化
の
推
進
を
目
的
と
し
た
企
画
提

案
を
地
域
団
体
か
ら
募
集
し
、
地

域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
判
断
さ

れ
た
団
体
に
「
地
域
づ
く
り
提
案

事
業
助
成
金
」
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
地
域
づ
く
り
や
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
企
画
を
お
持
ち
の

団
体
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提
案

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
募
集
要
領
な
ど
は
、
八
女
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
本
庁
・
各

支
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
団
体
＝
校
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
等

■
対
象
と
な
る
活
動
（
事
業
）

①
地
域
振
興
計
画
の
策
定

②
共
同
生
活
の
維
持
お
よ
び
住
環

境
の
整
備
、
景
観
等
の
保
全

③
地
域
振
興
活
動
、
地
域
活
性

化
活
動

④
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
活
動

⑤
人
材
育
成
事
業

※
②
～
⑤
の
活
動
は
地
域
振
興

計
画
に
基
づ
く
活
動
が
助
成
対
象

■
助
成
金
の
額
＝
①
の
活
動
は
最

高
30
万
円
、
②
③
の
ハ
ー
ド
事
業

は
最
高
１
０
０
万
円
、
②
～
⑤
の

ソ
フ
ト
事
業
は
最
高
50
万
円

■
募
集
期
間
＝
６
月
１
日
㈪
～
30

日
㈫

■
募
集
方
法
＝
６
月
30
日
㈫
ま
で

に
地
域
づ
く
り
企
画
提
案
書
を
左

記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

八
女
市
地
域
づ
く
り

提
案
事
業
を
募
集
し
ま
す

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援▽地域づくり・文化振興課

　　　　　　　  （☎２３・１２２４）
▽黒木支所総務課（☎４２・１１１１）
▽立花支所総務課（☎２３・５１４２）
▽上陽支所総務課（☎５４・２２１１）
▽矢部支所総務課（☎４７・３１１１）
▽星野支所総務課（☎５２・３１１２）

提出先・問い合わせ

平成27年度
第１次募集

指名願

モミジの植栽をする矢部地域づくり協議会
の皆さん

競争入札参加資格
登録申請を受け付けます

◦対象＝①市内の既存または新築の住宅に、太
陽光発電システムを設置する人
②市内で太陽光発電システムを設置した建売新
築住宅を購入する人。電力会社と余剰電力の販
売契約ができるもの（全量買取は対象外）。
※申請前の工事着工や、申請前の太陽光発電設
置済み建売住宅の引き渡しは、補助の対象となり
ません。年度内に完了報告ができない等、補助で
きない場合がありますのでご注意ください。
◦補助金額＝予算の範囲内で、発電出力１kw あ
たり２万５千円、上限 10 万円
◦受付＝４月１日㈬から受付中
※平成 28 年３月中旬までに工事完了後の実績報
告書を提出していただきますので、余裕を持って
申請してください。
◦問い合わせ・申請書類提出先＝
本庁環境課　　　　　 　（☎２３・１４６２）
黒木支所市民生活福祉課（☎４２・１４６３）
上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３３）
矢部支所市民生活福祉課（☎４７・3１１1）
星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

住
宅
用

太
陽
光
発
電

設
置
費
を

補
助
し
ま
す

市では、自然エネル
ギーの有効活用による
環境負荷の少ない循
環型社会を構築する
ため、住宅用太陽光発
電システムを設置する
人に、予算の範囲内で
補助金を交付します。

10　2015.6.1　広報やめ
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2015

平成 28 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

八女市商工会 プレミアム付
商品券を発売します

八女商工会議所プレミアム付商品券
「はちひめ商品券」は6月6日㈯発売開始！

　今年は 2 億 7 千万円！完売次第終了します。今年
はなんとプレミア 20％。お一人様 10 万円かつ１世帯
50 万円まで。※二重購入はできませんのでご注意く
ださい。例えば 1 万円で 1 万 2 千円のお買い物がで
きる商品券を、ぜひご利用ください。
★発売開始日＝ 6 月30日㈫ 8 時 30 分～ 16 時
★利用期間＝ 6 月30日㈫～ 12 月29日㈫
※ 7 月 4 日㈯・5日㈰も 8 時 30 分～ 15 時まで全本・
支所にて販売します。
★発売場所・問い合わせ＝八女市商工会
黒木本所（☎ 42・0153）／立花支所（☎ 37・1451）
上陽支所（☎ 54・2851）／矢部支所（☎ 47・2216）
星野支所（☎ 52・2207）

今年はなんとプレミアム率 20％。お一人様 5 万円か
つ１世帯 50 万円まで。詳細はチラシをご覧ください。
◦問い合わせ＝八女市商工会議所（☎ 22・5161）

プレミアム
率20％!

　

江
戸
時
代
は
、
八
女
地
方
で
製
造
し
た
釜

炒
り
茶
は
生
産
量
が
僅
か
で
あ
り
、
主
に
久

留
米
藩
の
中
で
流
通
し
て
い
ま
し
た
。
幕
末

か
ら
明
治
に
は
茶
貿
易
で
生
産
量
が
増
え
ま

し
た
が
、
緑
茶
の
製
造
が
本
格
化
し
た
の
は

明
治
後
期
か
ら
で
、
大
正
に
入
る
と
製
造
技

術
も
向
上
し
今
の
八
女
茶
の
原
型
が
で
き
上

が
り
ま
し
た
。

　

代
々
茶
業
を
生
業
と
し
て
き
た
許
斐
本
家

は
、
八
女
福
島
に
唯
一
残
る
現
役
の
製
茶
問

屋
で
、
町
家
建
築
と
し
て
江
戸
後
期
～
昭
和

初
期
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
当
時
は
八
女
最
大

規
模
の
茶
商
で
す
。
当
家
は
江
戸
中
期
宝
永

年
間
（
１
７
０
４
年
）
か
ら
「
矢
部
屋
」
と

号
し
、
山
間
地
か
ら
材
木
・
茸
・
茶
な
ど
の

産
物
を
運
び
、
物
産
集
積
地
の
八
女
福
島
で

商
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

幕
末
に
な
る
と
長
崎
の
茶
貿
易
に
よ
っ
て

茶
問
屋
と
い
う

新
し
い
商
い
が

現
れ
、
そ
れ
に

目
を
付
け
専

門
問
屋
化
し
た

の
が
矢
部
屋
分

家
初
代
許
斐

寅
五
郎
で

す
。
矢
部

屋
本
家
の

茶
輸
出
部

門
と
し
て

慶
応
元
年
創
業
以
来
、
同
じ
「
矢
部
屋
」
と

号
し
た
茶
舗
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

　

許
斐
本
家
で
は
、
昭
和
中
期
ま
で
使
わ
れ

て
い
た
「
日
除
け
」
と
呼
ば
れ
る
茶
の
拝
見

場
を
国
内
で
は
唯
一
３
年
前
に
忠
実
に
復
原

し
ま
し
た
。
新
茶
の
時
期
に
周
辺
部
の
契
約

農
家
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
茶
葉
の
色
や
水
色
、

香
り
、
味
を
見
て
お
茶
を
検
査
す
る
場
所
で

あ
り
、
当
時
は
茶
商
の
看
板
で
し
た
。
八
女

茶
の
歴
史
を
語
る
証
人
で
す
。

　

お
茶
は
、
手
間
と
時
間
を
か
け
本
来
の
風

味
、
旨
み
を
引
き
出
し
ま
す
。
一
服
の
お
茶
に

は
、
人
の
心
を
癒
す
日
本
の
精
神
文
化
が
宿

り
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
に
は
、
お
茶
の
文

化
と
魅
力
を
今
一
度
考
え
る
機
会
に
し
た
い

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

池
坊
の
宗
近
様
の
「
八
女
茶
の
茶
樹
の
生
け

花
」
も
特
別
に
展
示
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
許
斐
健
一
）

◦
期
間
＝
６
月
３
日
㈬
～
６
月
28
日
㈰

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横
町
町
家

交
流
館
（
本
町
94
番
地
）
☎
２
３・４
３
１
１

八
女
茶
と

許こ

の

み斐
本
家
の
歴
史
展

八女茶摘み娘ポストカード・裏（昭和
7 年作成、八幡宮裏路地の花町の芸
者に依頼したそうです）

許斐本家に伝わる露輸出用紅茶
パッケージラベル（日英博覧会金
杯受領の書名あり、明治 45 年）

横町町家
交流館
６月の催し

八
女
福
島
の
茶
商
と
し
て
の

許
斐
本
家
の
履
歴

お
茶
の
文
化
と
魅
力
を
伝
え
る

八
女
地
方
の
お
茶
の
歴
史
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市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

この土地でおいしいお茶を作り続けていきます

　
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
（
認
可

区
域
）
お
よ
び
整
備
期
間
等
の
変
更
を

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、

公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
（
認
可
区

域
）
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽
設
置
時
の
補

助
金
交
付
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◦
変
更
概
要

▽
事
業
計
画
区
域
（
認
可
区
域
）

変
更
前
区
域
＝
４
７
０
㌶

変
更
後
区
域
＝
４
９
４
㌶

※
４
７
０
㌶（
変
更
前
区
域
）＋
24
㌶（
拡

張
区
域
）

◦
整
備
期
間

▽
変
更
前
＝
平
成
10
年
度
～
平
成
27
年

度▽
変
更
後
＝
平
成
10
年
度
～
平
成
29
年

度◦
図
書
の
閲
覧
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
＝
上

下
水
道
局
下
水
道
工
務
係
（
☎
２
３
・

１
６
７
０)

公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域（
認
可
区
域
）等
の
変
更（
拡
張
）に
つ
い
て

公共下水道事業計画　変更認可区域
変更後区域＝　　　拡張区域＋　　　変更前区域

　災害図上訓練は、自分たちの住
んでいる地域の地図に、危険か所
等を記入し、防災対策を検討する
訓練です。この訓練は、参加者が
地図を囲み、書き込みを加えなが
ら楽しく議論していきます。その中
で、自分たちの住む地域の「人」「地
域の特性」「起こりうる災害」を知
ることができ、地域防災力の強化
につながります。また、参加者同
士の連帯感を高め、防災に関する
知識・情報を共有することもできま
す。６月になり雨の降る日が多くな
ります。雨が続けば、河川の増水
や土砂災害の危険性が高まります。
災害はいつ起こるかわかりません。
災害が発生する前に、行政区単位
で災害図上訓練を行い、地域の防
災対策を検討しましょう。

八女消防本部（☎ 24・0119）

地域の防災対策を
検討しましょう

復
旧
の
架
橋
休
日
う
ら
ら
け
し

四よ

方も

山
の
色
そ
れ
ぞ
れ
に
緑
立つ

慰
霊
碑
に
村
人
集
ふ
花
筵
む
し
ろ

一
斉
に
開
花
の
時
を
山
桜

寒
戻も
ど
り
開
き
半な
か
ば
の
紅
つ
つ
じ

は
や
も
は
や
隣
の
空
家
草
萌も

ゆ
る

陽ひ

に
向
ふ
ま
な
ざ
し
細
き
鯉
幟

道
の
辺
を
独
り
占
め
す
る
菜
花
か
な

鳥
帰
る
古
墳
の
森
の
空
高
く

こ
の
丘
は
さ
な
が
ら
つつ
じ
曼ま
ん

陀だ

羅ら

図づ

人
は
皆
こ
こ
ろ
潤う
る
おふ
花
の
候と
き

新
緑
の
漲
み
な
ぎ
るる
径み
ち
や
九つ

づ

ら
十
九
折お
り

利り
き
ゅ
う
ば
い
ま
し
ろ

休
梅
真
白
に
無
心
の
境
地
あ
り

吉
泉   

守
峰

西
島
志
乃
芙

中
村
テ
ル
ヨ

原      

宣
子

中
尾
カ
ヲ
ル

樋
口      

力

末
継
ミ
ヨ
子

深
町   

和
子

牛
島
　
景
子

堤
　
多
鶴
子

中
川
原
篤
子

松
延
み
さ
と

松
崎
　
伸
子

立
花
町 

立
花
俳
句
会

八
女
紫
苑
句
会
　（
堤
呼
秋
選
）

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 27.6）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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【本館】6日、13日、20日、
27日※毎週土曜日14時～
／おはなしコーナー
【黒木分館】6日㈯10時30
分～／おはなしコーナー
／幼児～小学生の皆さん
対象です♪

よみきかせ

あかちゃんよみきかせ
0 ～ 2歳くらいの赤ちゃ
ん対象です♪
【本館】20日㈯11時～／
2階研修室
【黒木分館】20日 ㈯10時
30分～／おはなしコーナー

6月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10 時～ 20 時
　                   土日祝 10 時～18 時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
1 ㈪ ,8 ㈪ ,15 ㈪ ,22 ㈪ ,26 ㈮ ,29 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈪ ,8 ㈪ ,15 ㈪ ,22 ㈪ ,26 ㈮ ,29 ㈪図書館の休館日

6月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日
　　　　　　　（月曜日が祝日・休日の場合は開館します）
2 ㈫ ,9 ㈫ ,16 ㉁ ,23 ㈫ ,26 ㈮ ,30 ㈫

6 月の館内整理日は 26 日㈮

6月
の

４月18日㈯から５月12日㈫
まで、子ども読書週間を実施しました。

　この取り組みは、子どもたちが本や読書・
図書館に親しむ機会となることを願って実施
したものです。初日の 18日㈯は、キラキラ

おはなし会、キラキラ工作（本年度のテーマ
にちなんだ工作 “ 万華鏡 ” 作り）などを行い
ました。参加した子どもたちは、読み聞かせ

で楽しんだ後、万華鏡を作り、
友達と交換しあい
楽しんでいました。

⃝日時＝６月７日㈰ 13 時 30 分～ 15
時 30 分
⃝場所＝八女市立図書館本館２階研
修室
⃝上映内容＝「ディズニーのドナルド
ダックの朝ごはん」「名犬物語」「怪談
～芳一ものがたり～」「ビルマの竪琴」
　子どもから大人まで楽しめる作品で
す。事前の申し込みは必要ありません。
自由にご参加ください。

　キラキラお話会と
　　　キラキラ工作楽しんだ

まなびっと八媛
「かんどう！ドキ
ドキ上映会」を
開催します

入場無料！どなたでも参加ください

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

松
尾
太
郎
五
郎
久
家
茶
園
35
代　

松
尾 

実
さ
ん
（
黒
木
町
笠
原
）

「趣味はお茶作りとゴルフ。ここ
で好きなことができることに感謝
しています。笠原は自然豊か。霊
巌寺や旭座人形芝居公演なども
ありますので、多くの人に来てい
ただけたらと思います」
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八
女
茶
の
起
源
は
今
か
ら
６
０
０

年
前
、
黒
木
町
笠
原
に
あ
る
霊
巌
寺
始

祖
・
栄
林
周
瑞
禅
師
か
ら
当
時
の
庄
屋

松
尾
太
郎
五
郎
久
家
が
お
茶
の
実
と
栽

培
方
法
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
松
尾
家
の

35
代
目
に
な
る
実
さ
ん
を
、
新
茶
薫
る

５
月
中
旬
に
訪
ね
ま
し
た
。

「
小
さ
い
頃
か
ら
先
祖
の
こ
と
を
聞
い
て

育
っ
た
の
で
、自
分
が
家
を
継
ぐ
こ
と
は

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。笠
原
は

気
候
も
土
も
水
は
け
も
よ
く
、お
茶
栽

培
に
は
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。お
茶
の

時
期
は
工
場
が
24
時
間
ま
わ
る
の
で
寝

る
暇
が
な
い
く
ら
い
忙
し
い
け
れ
ど
、新

茶
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
方
の
顔
を

思
い
浮
か
べ
る
と
疲
れ
も
取
れ
ま
す
」

　
平
成
24
年
の
水
害
で
、
笠
原
地
区
は

土
砂
や
河
川
の
崩
壊
で
道
路
が
寸
断
。

山
崩
れ
や
家
屋
流
失
な
ど
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。松
尾
さ
ん
宅
も
、大
事

に
育
て
て
き
た
茶
園
が
流
さ
れ
る
な
ど

被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

「
あ
の
と
き
は
地
域
全
体
が
本
当
に
大

変
で
し
た
。
災
害
で
家
を
失
い
こ
の
地

を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
も
、

通
っ
て
お
茶
を
作
り
続
け
て
い
る
人
も

い
ま
す
。し
が
み
つ
い
て
で
も
続
け
た
い

と
頑
張
る
人
た
ち
が
い
た
か
ら
こ
そ
、今

が
あ
り
ま
す
。つ
な
い
で
い
く
こ
と
は
大

変
な
こ
と
。
う
ち
も
子
ど
も
が
家
業
を

継
い
で
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

笠
原
は
子
ど
も
が
減
り
小
学
校
も
統
合

し
、寂
し
く
な
り
ま
し
た
。若
者
が
ふ
る

さ
と
に
残
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
。子
ど
も
が
多
く
な
る
よ
う
な
思
い

切
っ
た
少
子
化
対
策
を
期
待
し
ま
す
。

今
や
八
女
茶
は
全
国
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン

ド
。ご
先
祖
様
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、八

女
茶
を
守
り
育
て
、
全
国
レ
ベ
ル
ま
で

発
展
さ
せ
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
こ
の
土
地
で
、お

客
様
に『
お
い
し
い
』と
言
っ
て
も
ら
え

る
お
茶
を
作
り
続
け
て
い
き
ま
す
」

この土地でおいしいお茶を作り続けていきます
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
「
矢
部
川
を
つ
な
ぐ
会
」
と
は
、
矢
部
川

の
自
然
景
観
や
文
化
を
守
る
活
動
を
し
て

い
る
流
域
の
団
体
が
、
矢
部
川
の
水
の
恵

み
に
感
謝
し
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
、

平
成
17
年
11
月
に
発
足
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
す
。
矢
部
川
を
知
っ
て
も
ら
い
、
環

境
を
守
る
た
め
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
現

地
見
学
会
を
開
催
し
た
り
、
上
流
か
ら
下

流
ま
で
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
て
の
ご
み
調
査
、

水
質
調
査
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
は
柳
川
の
掘
割
を
守
る
た
め
に
立

ち
あ
げ
ら
れ
た
団
体
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の

で
す
が
、
上
流
域
の
協
力
な
し
に
は
き
れ

い
な
水
は
守
れ
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
機
関

に
も
呼
び
か
け
て
組
織
を
越
え
て
の
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
２
火
曜
日
に

は
定
例
会
を
開
い
て
情
報
交
換
や
勉
強
会

を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
、
参
加
し
た
人
た
ち
の

意
識
が
変
化
す
る
の
を
感
じ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
予
想
通
り
上
流
域
の
水
は
、
中
下
流

域
に
比
べ
て
美
し
い
で
す
。
下
流
域
の
人

は
上
流
域
を
見
て
「
矢
部
川
に
は
こ
ん
な

き
れ
い
な
景
色
が
あ
っ
た
ん
だ
、
そ
れ
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
感
じ

ま
す
。
そ
ん
な
人
の
応
援
が
で
き
れ
ば
と

思
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

流
域
の
小
学
校
と
合
同
で
の
取
り
組
み

も
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
八
女
市
の
三
河
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
川
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
川
に
す
む
生
き
物
を
学

ん
だ
り
、
水
質
調
査
を
し
た
り
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
川
に
触
れ
る
き
っ
か
け
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
以
前
、
仕
事
で
琵び

琶わ

湖こ

流
域
に
住
む
機

会
が
あ
り
、
こ
こ
の
人
々
は
美
し
い
環
境

に
対
す
る
意
識
が
強
い
と
感
じ
ま
し
た
。

合
成
洗
剤
は
使
わ
ず
自
然
素
材
の
洗
剤
を

使
う
な
ど
、
私
た
ち
に
も
真
似
が
で
き
る

と
こ
ろ
が
あ
り
そ
う
で
す
。
流
域
に
住
む

方
々
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
①
き
れ
い
な

川
に
は
人
は
ご
み
を
捨
て
な
い
、
そ
ん
な

川
を
つ
く
る
こ
と
、
②
子
ど
も
が
川
に
親

し
め
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
す
。
河
川
清

掃
に
参
加
し
た
り
、
菜
の
花
を
見
に
行
っ

た
り
す
る
こ
と
で
「
自
分
た
ち
の
川
な
ん

だ
、
こ
の
美
し
い
川
を
守
り
た
い
」
と
感

じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

６
月
に
星
野
川
で
探
鳥
会
を
行
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝

連
絡
先
＝
日
本
野
鳥
の
会
筑
後
支
部

（
☎
０
９
４
２
・
４
５
・
１
１
５
０
）

　
　
　
　
　
　

　
八
女
を
縦
断
す
る
よ
う
に
流
れ
る
矢
部
川
。
一
級
河
川
と
し
て
現
在
も
豊
か
な
水

を
た
た
え
る
こ
の
川
は
古
く
か
ら
流
域
に
住
む
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
江

戸
時
代
、
柳
川
藩
と
久
留
米
藩
と
の
お
境さ
か
い
が
わ川で
あ
っ
た
矢
部
川
に
は
複
数
の
井い

堰せ
き
が

造
ら
れ
、
競
う
よ
う
に
農
業
用
水
の
廻か
い

水す
い
路ろ

が
ひ
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
い
つ

の
時
代
も
、
水
は
か
け
が
え
の
な
い
命
を
つ
な
ぐ
た
め
の
源
で
し
た
。

　

今
回
は
、
上
流
域
か
ら
下
流
域
、
有
明
海
ま
で
の
各
地
で
活
動
し
て
い
る
11
団
体

で
構
成
さ
れ
る
「
矢
部
川
を
つ
な
ぐ
会
」
の
代
表
理
事
で
あ
り
、
日
本
野
鳥
の
会
筑

後
支
部
の
支
部
長
で
も
あ
る
松ま
つ
富ふ

士じ

将ま
さ
和か
ず
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
川

矢
部
か
ら
有
明
海
ま
で

川
を
身
近
に
感
じ
る

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

「矢部川をつなぐ会」
代表理事 松富士将和さん

矢部川の河原いっぱいの菜の花

三河小学校との河川学習の様子

団　体　名
1 八女森林組合
2 NPO法人がんばりよるよ星野村
3 山村塾
4 NPO法人グラウンドワーク福岡
5 立花会
6 八女水に会
7 エコネットちくご
8 水の会
9 NPO 法人有明会
10 日本野鳥の会筑後
11 蒲池掘割委員会

人
権
セ
ミ
ナ
ー
や
め
２
０
１
５　

日
時
＝
６
月
11
日
㈭
19
時
30
分
～
21
時

会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

「
生
き
て
さ
え
い
れ
ば
、

　

    

い
つ
か
笑
え
る
日
が
来
る
」
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八
女
市
で
は
、
男
女
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
生
き
生
き
と
輝
く
男
女

共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
週
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
絵
手
紙
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
は
作
品
展
に
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
優
秀
作
品
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
を
行
い
ま
す
（
副
賞
あ
り
）。

⃝

応
募
資
格
＝
八
女
市
に
住
ん
で
い
る
か
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人

⃝

応
募
期
間
＝
６
月
30
日
㈫
必
着

⃝

応
募
テ
ー
マ
＝
自
分
ら
し
く

⃝

応
募
作
品
＝
絵
手
紙
（
は
が
き
サ
イ
ズ
）

⃝

応
募
上
の
注
意

▽
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
で
、
他
の
コ
ン
テ

ス
ト
等
に
応
募
し
て
い
な
い
作
品
に
限
り
ま
す
。

▽
応
募
点
数
に
制
限
な
し
。
た
だ
し
、
２
作
品
以

上
入
選
し
た
場
合
は
、
最
も
良
い
作
品
１
点
の
み
の

表
彰
と
な
り
ま
す
。

▽
応
募
に
関
す
る
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
応
募
作
品
の
著
作
権
等
に
関
わ
る
問
題
が
生
じ

た
場
合
は
、
す
べ
て
応
募
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

▽
作
品
の
使
用
等
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
、
八
女

市
に
帰
属
し
ま
す
。

▽
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

⃝

応
募
方
法
＝
作
品
と
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
作
品
の
題
、
市
外
か
ら
の
通

勤
通
学
の
場
合
は
、
職
場
名
ま
た
は
学
校
名
を
明

記
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学

習
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

　

性
別
や
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
決
め
事
を
行
う
場
に

も
男
女
が
共
に
参
画
し
、
様
々
な
意
見

を
出
し
合
っ
て
決
め
て
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

地
域
に
は
自
治
会
を
は
じ
め
、
様
々

な
活
動
を
行
う
団
体
が
多
く
存
在
し
ま

す
。
そ
れ
ら
の
団
体
の
長
や
役
員
の
多

く
が
男
性
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
地

域
の
役
員
、
長
を
決
め
る
時
に
男
性
だ

け
で
決
め
て
い
た
り
、
ま
た
、「
今
ま
で

ず
っ
と
男
性
が
や
っ
て
き
た
か
ら
」
あ

る
い
は
「
男
性
の
方
が
信
頼
で
き
る
」

な
ど
の
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
り

す
る
の
が
原
因
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
い
ざ
役
が
ま
わ
っ
て

き
た
時
に
女
性
だ
か
ら
と
い
う
理
由

で
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
勇
気
を
出
し
て
引
き
受
け
て
み
る

こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

性
別
問
わ
ず
適
任
者
を
選
ぶ
よ
う
に

す
る
地
域
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

に
は
、「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」「
女

性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
、
性
別

で
固
定
的
に
役
割
を
決
め
つ
け
て
し
ま

う
と
い
う
意
識
に
、
一
人
ひ
と
り
が
気

づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
社

会
全
体
で
そ
の
意
識
を
見
直
し
、
行
動

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
し
き
た
り
や
慣
習
に
と
ら

わ
れ
ず
、
女
性
も
男
性
も
、
家
庭
、
職

場
、
地
域
な
ど
、
社
会
の
様
々
な
場
面

に
か
か
わ
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
地
域

の
役
員
を
頼
ま
れ
た
ら
引
き
受
け
て
み

る
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て

み
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
ん
な
一
人
ひ
と
り
の

一
歩
が
地
域
社
会
を
変
え
る
力
と
な
り

ま
す
。

　

男
女
双
方
の
視
点
を
活
か
し
、
協
力

し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

主
体
的
に
地
域
活
動
に
参
画
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

女
性
も
意
思
決
定
の
場
に

参
画
し
よ
う 地

域
か
ら
は
じ
め
る

　
　
男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

見
直
そ
う

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
週
間
（
６
月
23
日
～
29
日
）

特集

絵
手
紙
募
集

テ
ー
マ「
自
分
ら
し
く
」

　
『
男
女
共
同
参
画
』、
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
あ
る
け
ど
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
自

分
に
は
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
男
女
共
同

参
画
は
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
固
定
的
な
男
女
の
役
割
に
と
ら

わ
れ
な
い
考
え
方
と
行
動
力
が
あ
れ
ば
誰
に
で
も
取
り
組
め
る
も
の
で
す
。
ま
ず

は
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
４
月
28
日
㈫
、
日
韓
友
好
交
流
促
進
と
九
州

オ
ル
レ
八
女
コ
ー
ス
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、
朴パ

ク

鎮ジ
ン

雄ウ
ン

駐
福
岡
大
韓
民
国
総
領
事
と
市
民
約
70
人
が
山

ノ
井
公
園
～
八
女
中
央
大
茶
園
～
岩
戸
山
歴
史

文
化
交
流
館
ま
で
の
11
㎞
の
九
州
オ
ル
レ
八
女

コ
ー
ス
を
一
緒
に
歩
き
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

出
発
に
先
立
ち
、
朴
総
領
事
は
「
韓
国
済
州

島
と
縁
の
あ
る
九
州
オ
ル
レ
は
、
3
年
前
に
4

か
所
が
認
定
さ
れ
て
か
ら
、
現
在
は
九
州
全
域

で
15
か
所
に
ま
で
広
が
り
、
一つ
の
重
要
な
観
光

資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
女
コ
ー
ス
は
大
自
然

と
歴
史
、
伝
統
文
化
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い

コ
ー
ス
。
本
日
の
行
事
を
き
っ
か
け
に
、
韓
国
と

八
女
市
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
、
そ
の
後
三
田
村
市
長
と
山
ノ

井
公
園
内
に
、
韓
国
の
国
花
ム
ク
ゲ
を
記
念
植

樹
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
初
め
て
歩
い

た
け
ど
、
思
っ
た
よ
り
も
楽
に
歩
け
た
」「
新
茶

の
季
節
、
緑
あ
ふ
れ
る
景
色
が
印
象
深
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「九州オルレ八女コース」を
大韓民国総領事と歩いた

　

５
月
８
日
㈮
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
か
ら
市
内
の
小
学
校
へ
、
83
万
１

千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
が
Ａ
コ
ー
プ
３
店
舗
と
農
産
物
直

売
施
設
よ
ら
ん
野
の
売
上
金
の
一
部

を
地
域
小
学
校
に
還
元
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
11
回
目
。
目
録
を
受

け
取
っ
た
西
島
教
育
長
は
、「
八
女
市

の
小
学
校
で
は
、
副
読
本
「
八
女
ふ

る
里
学
（
小
３
～
６
）」、「
八
女
茶
学

（
中
学
生
）」
な
ど
を
教
育
委
員
会
で

作
成
し
、
八
女
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
八
女
市
を
愛

し
、
故
郷
に
誇
り
を
持
つ
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活

動
の
充
実
の
た
め
に
、
有
意
義
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

１
７
０
人
が
参
加
し
『
第
８
回
歌
ご

え
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
春
！
』
が
４
月
28
日

㈫
八
女
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。
レ

ク
サ
サ
イ
ズ
と
は
、
楽
し
く
無
理
な
く

で
き
る
健
康
体
操
。
参
加
者
は
懐
か
し

い
歌
を
歌
っ
た
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

身
体
を
動
か
し
た
り
し
な
が
ら
心
と
身

体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。
途
中
、

お
茶
と
お
菓
子
で
一
息
つ
き
、
ラ
イ
ア
ー

（
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
竪
琴
）
演
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。「
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防

に
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
」
と
参
加
し

た
女
性
は
話
し
て
い
ま
し
た
。
次
回
は

８
月
29
日
㈯
に
開
催
予
定
で
す
。

　

今
年
の
星
野
村
の
山
村
留
学
生

８
人
（
男
子
５
人
、女
子
３
人
）
が
、

５
月
７
日
㈭
、
三
田
村
市
長
を
訪

問
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
山

村
留
学
セ
ン
タ
ー「
星
の
自
然
の
家
」

で
共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
農

業
・
自
然
体
験
、
地
域
行
事
へ
積

極
的
に
参
加
す
る
な
ど
山
村
留
学

な
ら
で
は
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
一
人
一
人
自
己
紹
介
を
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
星
野
村
で
の
生

活
へ
の
抱
負
や
お
茶
摘
み
や
川
遊

び
な
ど
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
を

元
気
な
声
で
話
し
ま
し
た
。
三
田

村
市
長
は
「
共
同
生
活
、
自
然
体

験
等
を
通
し
て
、
元
気
に
１
年
間

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
子
ど
も
た

ち
を
励
ま
し
ま
し
た
。

山
村
留
学
生
８
人
が

三
田
村
市
長
を
訪
問

1 年間よろしくお願いします

懐かしい歌をみんなで歌いました

八女中央大茶園を歩く朴総領事（右）と市長

オルレに参加した皆さん

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
か
ら
市
内
の
小
学
校
へ
図
書
カ
ー
ド

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
介
護
予
防

16　2015.6.1　広報やめ

三角晴康ＪＡ経済常務理事から西島
教育長へ図書カードが渡されました



　

大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
や
火
災
、
防
犯
対
策

な
ど
地
域
で
の
取
り
組
み
を
広
く
県
内
に
紹
介

し
、
県
民
全
体
の
意
識
向
上
を
図
ろ
う
と
、
平
成

26
年
度
福
岡
県
防
災
賞
を
受
賞
し
た
「
白
土
夜

回
り
隊
」（
立
花
町
）
が
県
政
広
報
テ
レ
ビ
「
ハ

ロ
ー
！
ふ
く
お
か
県
」
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

同
隊
は
、
地
域
の
有
志
と
、
そ
の
呼
び
掛
け
に
応

じ
た
子
ど
も
た
ち
で
12
年
前
に
結
成
。
以
降
毎
月

１
日
と
15
日
に
「
戸
締
り
用
心
、
火
の
用
心
」
と

地
域
内
を
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
隊
員

の
田
中
さ
ん
は
「
活
動
を
は
じ
め
て
か
ら
、
地
域

で
の
犯
罪
や
火
災
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
活
動

を
通
じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り
、

地
域
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
」と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

県
政
広
報
テ
レ
ビ
は
、
Ｔ
Ｖ
Ｑ
「
ハ
ロ
ー
！
ふ
く

お
か
県
」（
毎
週
土
曜
日
20
時
54
分
～
）
と
、
Ｒ

Ｋ
Ｂ
「
福
岡
県
庁
知
ら
せ
た
課
」（
毎
週
日
曜
日

16
時
54
分
～
）
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
芸
評
論
家
の
石
橋

忍
月
・
山
本
健
吉
親
子

が
眠
る
無
量
寿
院
（
西

古
松
町
）
で
５
月
７
日

㈭
、
石
橋
家
の
墓
掃
除

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
忍

月
は
黒
木
町
湯
辺
田
出

身
で
、
黒
木
文
化
連
盟

（
鍋
島
勝
会
長
）
に
よ

り
健
吉
の
命
日
に
な
る

５
月
７
日
に
毎
年
墓
掃
除
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
き
れ
い
に
な
っ
た
墓
に
「
私

た
ち
の
心
も
す
が
す
が
し
く
な
り
ま
す
」
と
手
を

合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
墓
掃
除
終
了
後
、
健
吉
祭

実
行
委
員
会
（
今
里
允
昭
会
長
）
に
よ
る
法
要

が
本
堂
で
営
ま
れ
、
読
経
の
流
れ
る
な
か
参
加
者

は
焼
香
し
故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

　

忍
月
の
生
家
は
現
在
『
学
び
の
館
』
に
移
築

さ
れ
、
多
く
の
文
学
愛
好
家
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

山
本
健
吉
資
料
室
も
昨
年
10
月
、
八
女
市
立
図

書
館
２
階
に

オ
ー
プ
ン
。

写
真
や
健
吉

の
直
筆
原
稿
、

愛
用
品
な
ど

と
と
も
に
、

妻
で
俳
人
の

石
橋
秀
野
の

遺
作
等
も
展

示
さ
れ
て
い

ま
す
。

テレビの取材を受ける隊長の田中さん（右）と地
域の子どもたち

きれいになった石橋家の墓前で

本堂で山本健吉の法要が営まれました

福
岡
県
も
注
目
す
る
地
域
の
力

「
白
土
夜
回
り
隊
」に
テ
レ
ビ
取
材

石
橋
家
の
お
墓
を
掃
除
し
、

山
本
健
吉
の
法
要
を
営
む

※過去の放送は、ふくおかインターネット
テレビ（http://webtv.pref.fukuoka.lg.jp/）
で見ることもできます。

　

八
十
八
夜
の
５
月
２
日
㈯
、
黒
木
町
笠
原
の

霊
巌
寺
で
八
女
茶
祖
・
栄
林
周
瑞
禅
師
の
遺
徳

を
偲
び
茶
業
関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
集
ま

り
献
茶
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
か
ら
お
よ
そ

６
０
０
年
前
、
明
国
で
学
ん
だ
栄
林
周
瑞
禅
師

が
持
ち
帰
っ
た
茶
の
種
子
を
当
時
の
庄
屋
・
松

尾
太
郎
五
郎
久
家
に
与
え
、
茶
の
栽
培
方
法
な

ど
を
教
え
た
の
が
八
女
茶
の
起
こ
り
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
庄
屋
の
子
孫
に
な
る
松
尾
章
三
郎

さ
ん
が
栽
培
し
た
新
茶
を
皇
風
煎
茶
礼
式
総
師

範
の
平
島
光
宣
さ
ん
が
い
れ
、
霊
巌
寺
住
職
日

種
俊
英
さ
ん
に
よ
り
仏
前
に
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

参
列
者
は
焼
香
を
し
師
の
遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も

に
、
八
女
茶
の
振
興
発
展
を
祈
念
し
ま
し
た
。

主
催
者
の
三
田
村
市
長
は
「
茶
が
も
た
ら
さ
れ

て
以
来
６
０
０
年
。
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と

関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
昨
年
は
八
女
茶
が
煎

茶
・
玉
露
と
も
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、

名
実
と
も
に
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。
お
茶
の

消
費
拡
大
と
と
も
に
産
地
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
境
内

で
は
新
茶
の
試
飲
や
野
点
も
行
わ
れ
、
参
加
し

た
人
た
ち
は
八
女
茶
の
歴
史
に
想
い
を
馳
せ
な

が
ら
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

日種住職により仏前に新茶が献上されました

皇風煎茶礼式によりお
茶がいれられました

霊巌寺にある栄林周瑞禅師の像

昨年の八女茶山唄日本一グラン
プリに輝いた矢野鞆子さん ( 熊
本県）による八女茶山唄の奉納

八
女
茶
発
祥
の
地

霊
巌
寺
で
献
茶
祭
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八
女
市
は
上
水
道
事
業
「
旧
八
女
市・

旧
立
花
町
・
旧
上
陽
町
（
一
部
地
域
を

除
く
）」
お
よ
び
簡
易
水
道
事
業
「
旧

黒
木
町
・
旧
星
野
村
（
一
部
地
域
を
除

く
）」
に
よ
り
、
安
全
で
安
定
し
た
水
道

水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
は
、
市
民

が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
お
く
る
た
め
、

水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
水
質
検
査
を
実

施
し
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
飲
め
る
水

を
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
配
水

管（
水
道
本
管
）が
整
備
さ
れ
た
地
区
で
、

上
水
道
に
未
加
入
の
人
は
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道

へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
実
施
す
る
水
質
検
査
計
画
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
給
水
装
置
の
工
事
（
新
設
・
改
造
・

修
繕
・
撤
去
）
は
、
水
道
法
に
よ
り
指

定
を
受
け
た
工
事
事
業
者
で
な
け
れ
ば

施
工
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
（
左
表
に
八
女
市
内
業
者
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）。

　
自
宅
に
あ
る
水
道
管
が
破
損
し
た

ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ

ル
ブ
を
閉
め
る
な
ど
の
応
急
処
置
を
し

て
、
最
寄
り
の
指
定
事
業
者
（
有
料
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
の
際
に
は
水
道
の
開
始
・
中

止
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

中
止
時
に
は
水
道
料
金
の
精
算
が
必
要

で
す
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
水
道
を

使
用
さ
れ
な
く
て
も
料
金
が
発
生
し
ま

す
。
必
ず
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

《
料
金
等
の
こ
と
》
☎
２
３・１
９
４
９

《
工
事
等
の
こ
と
》
☎
２
３・１
１
０
７

カラカラで
蛇口に飛び込む
僕の口

６
月
１
日
か
ら

６
月
７
日
ま
で
は

水
道
週
間
で
す
。

上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

水道局職員を装ったトラブルが多発しています。上
下水道局では、次のようなことは行っておりません。
①一般家庭の水質検査 ②浄水器などの販売・貸
し出し・あっせん ③給水管の清掃・修理など

▼指定給水装置工事事業者（平成27年5月1日現在 ※順不同）
校　　区 業　者　名 電 話 番 号

福 島

丸谷商事 ２３・４１１８
千代田工業㈱ ２２・４３０７
牛島電機工業㈱ ２４・２１７１
吉田ボーリング工業 ２４・４７４３
ひら川設備 ２４・３１１５
創水 ２３・０１８３

長 峰

㈲井手プロパン商会 ２３・３０６５
㈲岩本住設 ２２・４７１８
㈲八女衛生社 ２３・５４３５
水環境企画・一究 ２２・５１０９
ともけい設備 ２２・３５６４
㈱ホクショウ ２３・３３２３
牛島設備工業㈲ ２３・７５７0

上 妻

八女食糧販売㈱ ２３・２１６６
永松設備 ２２・７７５３
牛島燃料店 ２２・２８６９
三宅設備 ２３・２３６８
馬場燃料店 ２２・４０６０
井上設備 ２４・０１６５

八 幡 ㈲スミ設備工業 ２２・５４６５

忠 見
川口ガス住設 ２３・７６６７
野田ホームガス設備 ２２・３０１５
西村住設 ２４・１０６７

岡 山

㈱中村 ２３・３１５８
ＥＭ田中 ２２・４３１９
㈲タナカエンジニア ２４・３１４７
清香設備工業㈱ ２２・７８８８
大石設備 ２３・０８４８
㈱九電工 八女営業所 ２３・２４５６
すまい創琳 ２２・５６１２
德住工業 ２４・５２６２
濵田設備 ２４・４８１８

上 陽

㈲角屋 ５４・３３１８
㈲村口電工 ５４・２２７８
㈱高田電気 ５４・２０４９
ミスミデンキ ５４・２１４３
㈲井上商店住設部 ５４・２１６５
㈲ヤマト ５４・２１２５
西木テレビサービス ５４・３２０８

黒 木

㈲橋村住設 ４２・００９６
㈲住環境総合開発 ４２・１１８５
ケア設備梅野 ４２・３４５０
仁田原商店 ４５・００３５
モリアキ建設㈲ ４２・３８２７
三和住宅設備 ４２・４０５１
合柴尾電気商会 ４２・１１８３
馬渡設備工業 ４２・１３３５
㈲椿原住宅設備 ４２・０２６９
椿原住宅設備工事部 ４２・１２３７
㈲穴見商店 ４２・０１３０
和興住宅設備 ４５・０８７９

筑 南

㈲立花電工 ２３・１５３３
田中設備 ３５・０８４５
㈲クリハラ管工事 ２２・５９７１
㈲弥栄工業 ２３・１１９８

立 花

電 ’s タカヤマ ３７・００６２
㈲今村住設 ３７・０３１６
マルタ電器 ３７・０２５６
㈲牛嶋住興 ２２・６６１１
原管工 ３７・０６９２
河原設備 ３７・０５５３
平島設備 ３７・１０２５

星 野 ㈱山口電気 ５２・３２１８

悪
質
な
業
者
に

ご
注
意
‼

受水槽を設置されている人（事業所）は・・・
水道法および八女市給水条例に基づき、受水槽の清
掃および水質検査を年１回以上実施することが義務付
けられています。適正な受水槽の管理をお願いします。
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◦
内
容
＝
東
洋
医
学
の
世
界
へ
よ

う
こ
そ
／
が
ん
は
怖
く
な
い
／
鍼
・

灸
・
按
摩
実
技
／
最
先
端
医
療
Ｅ

Ｓ
細
胞
治
療
の
現
状
と
将
来

◦
会
費
＝
千
円
（
資
料
代
等
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
会
元
田
さ
ん

（
☎
０
９
０・１
８
７
０・０
６
１
１
）

　

弓
道
を
始
め
た
い
人
、
興
味
の

あ
る
人
募
集
。
道
具
が
な
く
て
も

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

◦
期
間
＝
６
月
17
日
㈬
～
８
月
28

日
㈮
（
水
曜
と
金
曜
20
回
位
）

◦
時
間
＝
20
時
～
21
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
弓
道
場

◦
参
加
費
＝
５
千
円
（
教
材
費
）

◦
申
込
締
切
＝
６
月
13
日
㈯

◦
申
し
込
み
用
紙
は
、
総
合
体
育

館
の
窓
口
で
配
布
・
受
付
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
青
木
さ
ん

（
☎
０
９
０・７
１
６
２・３
７
９
５
）

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

◦
日
時
＝
６
月
18
日
㈭
【
昼
の
部
】

13
時
～
【
夜
の
部
】
18
時
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
演
目
＝
▽
歌
舞
伎
の
み
か
た

▽
独
楽
▽
双
面
水
照
月

◦
入
場
料
＝
全
席
指
定
７
５
０
０
円

※
お
り
な
す
八
女
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
久
留
米
岩
田

屋
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
・
伝
統
芸

能
を
楽
し
む
会
事
務
局

（
☎
０
８
０・２
７
７
７・５
７
６
５
）

◦
日
時
＝
６
月
14
日
㈰
９
時
30
分

～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
九
州
芸
文
館
（
筑
後
市
）

　

平
成
26
年
度
に
補
助
事
業
に

よ
っ
て
復
原
修
理
さ
れ
た
町
家
等

の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
修
理
に
携
わ
っ
た
人
か
ら
、
建

物
の
特
徴
や
歴
史
、
復
原
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
事

が
で
き
ま
す
。
八
女
福
島
町
並
み

保
存
会
主
催
。
６
月
５
日
㈮
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
６
月
７
日
㈰
10
時
～
12

時
（
４
～
６
軒
程
度
）

◦
集
合
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

◦
申
込
＝
地
域
づ
く
り
・
文
化
振
興

課
町
並
み
景
観
係
（
☎
２
４
・
８
１

６
４
）
Qm

achinam
ikeikan@

city.yam
e.lg.jp

※
駐
車
場
は
八

女
市
役
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ニ
ッ
ポ
ン
の
ジ
ー
ン
ズ
を
目
指

し
て
。
久
留
米
絣
の
様
々
な
色
柄

も
ん
ぺ
が
大
集
合
。

◦
日
時
＝
６
月
５
日
㈮
～
６
月
14

日
㈰
10
時
～
18
時
※
最
終
日
は
17

時
ま
で
。
６
月
８
日
㈪
は
休
館
日

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
14
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
６
月
14
日
㈰

◦
集
合
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
前
８

時
30
分
車
乗
り
合
わ
せ
で
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
童
男
山
古
墳
か
ら
岩

戸
山
古
墳
ま
で
約
10
㌔

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
会
員
以

外
１
０
０
円
（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

荒
川
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
９
９
７・

５
８
１
３
）

◦
日
時
＝
６
月
14
日
㈰
７
時
30
分

北
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
男
ノ
子
～
不
動
の
滝

◦
参
加
料
＝
無
料
（
参
加
自
由
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
「
何
の
た
め
に
働
く
の
か
」
と
題

し
、森
川
祐
樹
さ
ん（
㈱
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
メ
ル
シ
ィ
代
表
取
締
役
）
を

講
師
に
開
催
。
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
６
月
16
日
㈫
19
時
開
会

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

八
女
軽
ト
ラ
市

八
女
福
島
の
伝
統
的
町
並
み

修
理
事
業
見
学
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

第
５
回
も
ん
ぺ
博
覧
会

九
州
オ
ル
レ
八
女
コ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

教
室
・
講
座

　世界文化遺産に登録された富士山
に登り、その美しさ、雄大さ、厳しさ
を体験する八女市スーパースクール

「世界文化遺産 富士登山 2015」の参
加者を募集します。
◦日程＝ 8 月18日㈫～ 8 月20日㈭
◦募集人数＝ 20 人（希望者が多い場
合は抽選となります）◦参加対象＝八
女市内に居住または通学する小学４年
生から中学３年生（参加者説明会お
よび練習登山に参加できる人に限る）
◦参加費＝ 35,000 円◦募集期間＝ 6
月10 日㈬～ 6 月19 日㈮◦参加者説
明会＝ 7 月 9日㈭ 19 時～おりなす八
女はちひめホール◦練習登山＝ 7 月
22日㈬由布岳を予定（雨天順延）
◦問い合わせ＝男女共同参画・生涯
学習課（☎２３・１３１８）

八女市スーパースクール
「富士登山」参加者募集！

　九州北部豪雨からの復興への願い、広島
原爆の火が燃え続ける星野村から平和への想
いを発信。ゲストに手嶌葵さんを迎え、ボス
トン室内管弦楽団のコンサートが開かれます。
公開リハーサルに市内小学校 4 ～ 6 年生・中
学生を 100 人ご招待します（申込先着順）。
◦日時＝ 7 月18 日㈯、13 時開場、公開リハー
サル開演 13 時 30 分～ 15 時 30 分◦会場＝
茶の文化館（星のふるさと公園内）◦申込＝
6 月 10 日㈬～ 26 日㈮◦申込・問い合わせ＝
星野支所総務課（☎ 52・3112）

　ボストン室内管弦楽団による単独演奏、手
嶌葵さんとボストン室内管弦楽団の共演をお
届けします。◦日時＝7 月18日㈯、17 時開場、
17 時 30 分開演◦会場＝茶の文化館◦入場料
＝ 5,000 円◦申込・問い合わせ＝星野支所総
務課（☎ 52・3112）
※この事業は協定で育む「農山村との絆」モデル事業の Art-
Chef と「がんばりよるよ星野村」の協定の基で開催されます。

ボストン室内管弦楽団
星空の下のコンサート
公開リハーサルに無料でご招待します

市
川
猿
之
助
特
別
舞
踊
公
演

県
鍼
灸
治
療
学
会
市
民
公
開
講
座

市内小4～6・中学生

第
20
回
地
域
活
動
講
演
会

★　星空の下のコンサート　★

弓
道
教
室
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◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
ひ
と
り
親
家

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ

ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対
象
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
（
訓
練
期
間
）
＝
パ

ソ
コン
初
級
科
②
（
８
月
４
日
㈫
～

10
月
30
日
㈮
）

◦
募
集
＝
６
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

◦
試
験
日
＝
７
月
９
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ

ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対
象
。

を
対
象
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
Ｍ
Ｏ
Ｓ
検
定
エ
ク
セ
ル

２
０
１
０

◦
期
間
＝
６
月
30
日
㈫
～
７
月
30

日
㈭
18
時
～
21
時 

平
日
夜
間
18
日

間
（
54
時
間
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・

検
定
料
７
千
円
自
己
負
担
）

◦
締
切
＝
６
月
15
日
㈪
必
着

②
介
護
事
務

◦
期
間
＝
７
月
７
日
㈫
～
８
月
11

日
㈫
18
時
30
分
～
21
時　

平
日
夜

間
10
日
間
（
24
時
間
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・

検
定
料
と
し
て
５
千
円
自
己
負
担
）

◦
締
切
＝
６
月
17
㈬
日
必
着

①
②
共
通

◦
定
員
＝
20
人

◦
託
児
＝
１
才
～
就
学
前
ま
で

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
青
年

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
開
催
。

◦
時
期
＝
11
月
８
日
㈰
～
15
日
㈰

◦
訪
問
国
＝
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ヤ
ン
ゴ

ン
）、
タ
イ
（
バ
ン
コ
ク
）

◦
応
募
資
格
等
＝
４
月
１
日
現
在

18
歳
以
上
30
歳
以
下
、
24
人
募
集

◦
負
担
金
＝
▽
社
会
人
11
万
円

▽
学
生
９
万
円

◦
募
集
期
間
＝
６
月
26
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
７
）

　

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡
婦

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
４
）

　

交
通
遺
児
に
奨
学
金
を
貸
与
し

ま
す
。
保
護
者
が
交
通
事
故
の
後

遺
障
害
で
働
け
な
い
場
合
も
貸
与

で
き
ま
す
。無
利
子
、随
時
受
付
中
。

◦
月
額
貸
与
額
［
入
学
一
時
金
］
＝

▽
高
校
・
高
専
２
～
４
万
円
［
20

～
60
万
円
］
▽
大
学
・
短
大
４
～

６
万
円
［
40
～
80
万
円
］
▽
専
修
・

高
等
２
～
４
万
円
［
20
～
60
万
円
］

▽
専
修
・
専
門
４
～
６
万
円
［
40

～
80
万
円
］
▽
大
学
院
５
～
10
万

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
財
）
交
通

遺
児
育
英
会
（
1
０
１
２
０
・
５

２
１
２
８
６
）

　

自
信
を
持
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
受
講
料
無
料
（
③

の
み
材
料
費
４
０
０
円
必
要
）。
い

ず
れ
も
申
込
必
要
。
※
託
児
（
生

後
６
か
月
～
就
学
前
）
は
申
込
時

に
要
予
約
。

①
気
持
ち
を
声
に
の
せ
て
♪
上
手

く
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

◦
日
時
＝
７
月
２
日
㈭
19
時
～
21
時

◦
会
場
＝
上
陽
公
民
館

②
家
計
力
ア
ッ
プ
！
大
作
戦
～

知
っ
て
お
き
た
い
お
金
の
は
な
し

◦
日
時
＝
７
月
16
日
㈭
19
時
～
21
時

◦
会
場
＝
黒
木
支
所

③
自
分
で
で
き
る
リ
ン
パマッ
サ
ー
ジ

◦
日
時
＝
７
月
28
日
㈫
19
時
～
21
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

①
～
③
共
通

◦
対
象
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
女
性
、
定
員
30

人
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

◦
申
込
締
切
＝
①
６
月
12
日
㈮
②

６
月
26
日
㈮
③
７
月
３
日
㈮
※
い

ず
れ
も
17
時
ま
で

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

交
通
遺
児
奨
学
生

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

ひ
と
り
親
等
就
業
支
援
講
習
会

空き家を売りたい・貸した
い人は、下記までお問い合
わせください。
⃝募集対象エリア＝八女市
全域⃝問い合わせ＝地域づ
くり・文化振興課定住対策
係（☎24・8013）
★受付時間＝平日9時～16
時 30 分※お越しの際は必
ず事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

　子ども会会員のリーダーお
よび指導者を育成するため、
イン・リーダーとジュニア・
リーダーを募集します。

《イン・リーダー》
◦対象＝市子連に加入する子ども会会員の小
学４～６年生◦内容＝一泊研修会、市子連事
業に参画、リーダーとしての体験活動など。（修
了者にはイン・リーダー認定書を交付）◦申込
期間＝ 6 月1日㈪～ 12 日㈮※詳細および申込
方法については、各単位子ども会を通じて配
付しますチラシをご覧ください。

《ジュニア・リーダー》
◦対象＝市内居住の中学生・高校生◦内容＝
一泊研修会、市子連事業の企画・運営補助、
24 時間テレビ募金活動など。各種研修にも参
加できます。◦申込期間＝ 6 月1日㈪～ 12 日
㈮※詳細および申込方法については問い合わ
せください。◦問い合わせ＝男女共同参画・生
涯学習課 ( ☎２３・１３１８）

八女市子ども会育成連絡協議会
イン・リーダー、ジュニア・リーダー募集

★内容＝自然豊かな環境の中で集団生活
を行い、野外調理、自然体験、キャンプファ
イヤーなどを行います。
★対象＝市内在住または通学する小学５
年生～中学３年生。（※事前説明会に参加
できる人）★期日＝ 8 月 8 日㈯～ 10 日㈪
★定員＝ 70 人（定員を超えた場合は抽選）
★場所＝国立諫早青少年自然の家★参加
費＝ 3,500 円★申込期間＝ 6 月 8 日㈪～
6 月 17 日㈬★申込方法＝所定の申込書を
男女共同参画・生涯学習課、各支所総務
課のいずれかに提出してください。申込書
と募集チラシは各学校を通じて配付して
います。

【事前説明会】
★日時＝７月 18 日㈯ 14 時～★ 場所＝お
りなす八女★問い合わせ＝男女共同参画・
生涯学習課（☎２３・１３１８）

（八女市青少年教育キャンプ） ★★★ ★ ★

就
業
支
援

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
イ
ン
グ
２
０
１
５

（
第
18
回
福
岡
県
青
年
の
翼
）

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

キラリ☆やめっ子サマーキャンプ



広報やめ　2015.6.121

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が

い
者
福
祉
係
（
☎
２
３・１
３
３
５
）

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場
の

パ
ワ
ハ
ラ
と
い
っ
た
働
く
上
で
の
問

題
や
悩
み
、
疑
問
に
お
答
え
し
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
り
弁
護
士
相

談
も
行
い
ま
す
。（
相
談
無
料
、
予

約
不
要
、
秘
密
厳
守
）

◦
日
時
＝
６
月
21
日
㈰
10
時
～
18

時
（
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
15
時

～
17
時
）

◦
会
場
＝
西
鉄
久
留
米
駅
２
階
エ

マ
ッ
ク
ス
・
ク
ル
メ
前

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
筑
後
労

働
者
支
援
事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・

３
０
・
１
０
３
４
）

◦
問
い
合
わ
せ・予
約
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

　

社
会
保
険
労
務
士
、
弁
護
士
、

公
認
会
計
士
、税
理
士
、司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
不
動
産
鑑
定

士
、行
政
書
士
が
一
堂
に
会
し
住
民・

企
業
等
を
対
象
と
し
た
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
無
料
。

◦
日
時
＝
６
月
６
日
㈯
、
10
時
～

15
時
30
分
受
付

◦
会
場
＝
久
留
米
市
役
所
３
階

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
社
会
保
険
労

務
士
会
（
事
務
局
）（
☎
０
９
２
・

４
１
４
・
８
７
７
５
）

介
し
ま
す
。
登
録
料
無
料

※
求
人
企
業
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
高
齢

者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
久
留
米
分

室
（
☎
０
９
４
２・３
５・０
５
２
０
）

　

福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
お
お
む
ね
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
求
職
者
を
対
象
に
、

専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
再
就

職
ま
で
の
悩
み
を
１
対
１
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。（
相
談
無
料
、要
予
約
）

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、
10
時
～

17
時

◦
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
２
階

◦
持
参
物
＝
履
歴
書
・
筆
記
用
具

◦
日
時
＝
６
月
17
日
㈬
10
時
～
15

時
※
受
付
は
14
時
ま
で

◦
会
場
＝
は
な
や
ぎ
の
里
（
広
川
町

新
代
２
１
６
５
‐
１
）
☎
３
２
・
３

７
６
８

◦
相
談
内
容
＝
補
装
具
の
支
給
・

修
理
の
相
談
（
視
覚
、
聴
覚
、
内

部
障
害
者
の
相
談
は
行
い
ま
せ

ん
）。
座
位
保
持
装
置
、
車
椅
子
に

つ
い
て
は
事
前
の
調
整
が
必
要
で

す
。

◦
持
参
す
る
も
の
＝
①
印
鑑
②
身

障
者
手
帳
③
補
装
具
の
再
支
給
や

修
理
希
望
者
は
前
回
支
給
の
補
装

具
※
聴
覚
の
診
断
や
肢
体
不
自
由

の
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
作

成
は
行
い
ま
せ
ん
。

く
ら
し・事
業
な
ん
で
も
相
談
会

　エイズをはじめとする性感染症はだれでも感染
する可能性がある病気です。検査は匿名・無料
で受けられます。予約制。
◦日時＝毎週月曜日14 時～ 15 時※結果説明は 1
週間後。結果説明は電話では応じられません。
◦場所＝福岡県南筑後保健福祉環境事務所分庁
舎２階 ( 八女市本村 25 八女総合庁舎内 )
◦検査項目＝血液検査（HIV・梅毒・Ｂ型肝炎・
Ｃ型肝炎）、尿検査（クラミジア・淋菌）
☆ B 型肝炎・C 型肝炎ウイルス検査も受けるこ
とができます　（匿名不可）。

　「ＨＩＶ検査普及週間」（6 月1日～ 7日）にあ
わせ、休日の臨時相談検査を行います。臨時検
査当日は、「エイズの迅速検査」を行い、通常 1
週間かかる検査結果が約 1時間程度で分かりま
す（場合によっては、さらに詳しい検査が必要な
場合があります）。検査は無料匿名で受けること
ができます。ＨＩＶに感染してからエイズを発症
するまで数年から10 数年と個人差があり、自覚
がないままに、さらに感染を広げている危険性も
あります。不安に思っている人は、この機会に相
談検査を受けてみませんか。
◦日時＝ 6 月14日㈰ 14 時～ 16 時　　　
◦場所＝県南筑後保健福祉環境事務所　柳川本
庁舎２階（柳川市三橋町今古賀８－１）

　先天性風しん症候群の発生を予防するために、今
年度「風しん抗体検査」を無料で実施します。「赤ちゃ
んが欲しいけど、風しんの免疫はあるのかな？」と心
配に思っている人は、風しん抗体検査を受けてみま
せんか。検査を希望する人は、事前予約が必要です。
詳細はお問い合わせください。
◦対象者＝県内（福岡市・北九州市・久留米市・大
牟田市を除く）に住民票がある原則 20 歳以上の①
妊娠を希望する女性、②妊婦の配偶者（パートナー）
※過去に風しん抗体検査を受けたことがある人、ま
風しんの予防接種歴が明らかである人、検査で確定
診断を受けた風しん既往歴がある人を除く。
◦日程＝毎月第２火曜日９時～１０時受付（予約制）
◦持参する物＝住所および年齢を証明する書類（運
転免許証・健康保険被保険者証等）※対象者②の
人は、母子保健手帳または妊娠届出書（写しでも可）
◦場所＝県南筑後保健福祉環境事務所柳川本庁舎２
階（柳川市三橋町今古賀 8 －1）

◦
訓
練
コ
ー
ス
（
訓
練
期
間
）
＝
①

Ｏ
Ａ
簿
記
初
級
・
中
級
連
続
養
成

科
２
期
（
８
月
４
日
㈫
～
１
月
29

日
㈮
）
②
医
療
事
務
科
２
期
（
８

月
４
日
㈫
～
11
月
30
日
㈪
）
③
パ

ソ
コ
ン
初
級
科
１
期
（
８
月
６
日
㈭

～
10
月
30
日
㈮
）

①
～
③
共
通

◦
募
集
＝
６
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

２・３
２・８
７
９
５
）／
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
八
女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　
紹
介
す
る
企
業
の
就
業
条
件
が

合
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
に
な
っ

て
企
業
へ
派
遣
ま
た
は
職
業
を
紹

身
体
障
害
者（
児
）巡
回
相
談

日
曜
街
か
ど
労
働
相
談
会

高
齢
者
の
求
職
者
登
録

風しん抗体検査を実施しています

エイズ検査を実施しています

6/14 ㈰ 休日エイズ検査を実施します

無料

無料

県南筑後保健福祉環境事務所からのお知らせ
問い合わせ☎０９４４・７２・２８１２

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談
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平
成
27
年
度
の
労
働
保
険
年

度
更
新
の
手
続
き
期
間
は
６
月
１

日
㈪
か
ら
７
月
10
日
㈮
ま
で
で
す
。

事
業
主
の
皆
様
は
、
こ
の
期
間
中

に
労
働
保
険
料
の
申
告
と
納
付
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
２
３・２
１
２
１
）

　

福
岡
県
で
は
、
平
成
27
年
度
狩

猟
免
許
（
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免

許
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
）

試
験
を
実
施
し
ま
す
。
受
験
資
格
・

申
込
方
法
・
必
要
書
類
な
ど
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
筑
後
農
林
事
務
所
で
の
試
験
】

◦
試
験
日
（
申
込
期
限
）
＝

①
７
月
31
日
㈮
（
７
月
21
日
㈫
）

②
８
月
30
日
㈰
（
８
月
20
日
㈭
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑
後

農
林
事
務
所
（
農
山
村
振
興
課
）

☎
０
９
４
２・５
２・５
１
０
８

【
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会
】

【昇開橋スタンプラリーえつまつり】
◦日時＝6/21㈰ 10:00 ～15:00 ～◦場
所＝筑後川昇開橋展望公園◦問＝観光
情報センター（☎ 0944・87・0923）

【新じゃがいも収穫体験】◦日時＝6/6
㈯～ 7 ㈰① 10:00 ～② 11:00 ～◦場所
＝道の駅おおき◦参加費＝1株 100 円
◦問＝道の駅おおきインフォメーション
センター（☎ 0944・75・2153）
※収穫に必要な道具の貸出しは無料※
天候により中止の可能性あり

【じゃがいも掘りとヘルシーコロッケづくり】
◦日時＝6/7 ㈰ 10:00 ～13:30◦場所
＝農業塾（道の駅北側）アクアス加工
所◦参加費＝1000 円◦定員＝15 人◦
問＝役場企画課（☎ 0944・32・1036）

大木町

大川市
イベント情報後筑 ちくごななこく七国 　

空
き
家
バ
ン
ク
協
定
不
動
産
業

者
が
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
24
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
一
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
大
石
さ
ん

（
☎
２
３･

４
７
７
５
）

【
柳
川
会
場
】

◦
日
時
＝
６
月
17
日
㈬
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
柳
川
市
役
所
別
館
第
１

研
修
室

◦
予
約
＝
前
日
ま
で
に
福
岡
県
ひ

と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
３
１
）
※
平
日
９
時
～
17
時

【
春
日
会
場
】

◦
日
時
＝
６
月
24
日
㈬
18
時
30
分

～
20
時
30
分
／
７
月
１
日
㈬
13
時

～
15
時

く
だ
さ
い
（
事
前
登
録
必
要
）。

※
７
月
の
小
学
校
屋
内
体
育
施
設

は
、
天
井
工
事
に
よ
り
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

6
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
７
月
分
利
用
者
の
会
＝
６
月
20

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

【
平
成
28
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
の
求
人
募
集
日
程
】　

▽
中
学
校
＝
求
人
受
付
６
月
20
日

～
／
推
薦
・
紹
介
１
月
１
日
～
／

採
用
選
考
・
内
定
１
月
８
日
～

▽
高
等
学
校
＝
求
人
受
付
６
月
20

日
～
／
学
校
か
ら
の
求
人
申
込
７

月
１
日
～
／
学
校
か
ら
の
推
薦
９

月
５
日
～
／
採
用
選
考
・
内
定
９

月
16
日
～
※
学
卒
求
人
説
明
会
の

日
程
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
の
求
人
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
久
留
米
で
受
理
し
て

い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３・６
１
８
８
）

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
予
約
＝
前
日
ま
で
に
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
へ（
☎
０
９
２・５
８
４・

３
９
２
２
）
※
平
日
９
時
～
17
時

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
登
記
、

成
年
後
見
制
度
、
多
重
債
務
な
ど
。

予
約
な
し
で
も
大
丈
夫
で
す
が
、

予
約
を
優
先
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
27
日
㈯
10
時
～
13
時

◦
場
所
＝
星
野
支
所
内
１
階
大
集

会
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
地
区
担

当
）
川
浪
寿
士
司
法
書
士
事
務
所

（
☎
２
４
・
９
１
８
５
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参
加
し
て

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
規
学
卒
求
人

狩
猟
免
許
試
験

労
働
保
険
年
度
更
新

◦
講
習
会
実
施
日
＝
６
月
21
日
㈰

◦
会
場
＝
小
郡
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
小
郡
市
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
猟
友
会

（
☎
２
３・４
４
２
２
）
▽
八
女
東
部

猟
友
会
（
☎
４
２・３
６
７
８
）

【
狩
猟
免
許
更
新
】　

狩
猟
免
許
の

更
新
を
受
け
る
場
合
は
、
県
が
行

う
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

◦
講
習
会
開
催
日
／
会
場

▽
６
月
24
日
㈬
／
大
牟
田
市
エ
コ

サ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
※
申
込
期
限
６
月

15
日
㈪　

▽
７
月
１
日
㈬
／
立
花
市
民
セ
ン

タ
ー
※
申
込
期
限
６
月
22
日
㈪

▽
７
月
９
日
㈭
／
瀬
高
公
民
館

※
申
込
期
限
６
月
29
日
㈪

▽
７
月
15
日
㈬
／
黒
木
支
所

※
申
込
期
限
７
月
６
日
㈪

▽
７
月
22
日
㈬
／
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

※
申
込
期
限
７
月
13
日
㈪

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑
後

農
林
事
務
所
（
農
山
村
振
興
課
）

☎
０
９
４
２・５
２・５
１
０
８

弁
護
士
に
よ
る
養
育
費
な
ど

の
無
料
法
律
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

空
家・空
地
活
用
無
料
相
談
会

　年金の相談希望者は久留米年金
事務所のお客様相談室におこしく
ださい。（八女・筑後の出張相談は、
27 年４月から廃止になりました）
◦月曜日（休日の場合は翌日）＝
8:30 ～ 19:00
◦火～金曜日＝ 8:30 ～ 17:15
◦毎月第２土曜日＝ 9:30 ～ 16:00
※相談予約をご利用すれば待ち時
間が少なくなります。
◦予約電話＝久留米年金事務所お
客様相談室（☎ 0942・33・6215）
★予約の際は基礎年金番号をお知
らせください
※年金の受給や請求についてのお
問い合わせは、「ねんきんダイヤル」
でも受け付けています。（☎ 0570・
05・1165 または（ ☎ 03・6700・
1165）へお電話ください。

年金相談は久留米年金事務所へ
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火災出火件数  6件 （12件）
救急出動件数 310件 （1,146件）
救急搬送人数 293人 （1,104人）

人身事故発生件数 36件 （155件）
傷　　者 55人 （207人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 66,694 (-79)
男 31,368  (-58)
女 35,326  (-21)

世帯数 24,430  (+56)
　※（　）内は前月比

出生 37 人 死亡 80人
転入 248 人 転出 284人

◦市県民税（1 期）◦住宅使用料◦保
育料◦水道料金・下水道使用料（2 期）
◦農業集落排水施設使用料（2 期）

▼ 4 月の交通事故の状況

▼ 4 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（4 月30日現在）

▼ 4 月の異動
納期限・口座振替日は6月30日㈫

※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞
金が加算されることになります。※納付書をなく
された人は担当課へご連絡ください。

予約

6月に
納める
もの

無料法律相談
◦ 6月18日㈭ 、7月 2日㈭ ／ 相談 13:00
　～16:00/ 場所・法務局八女支局※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦ 6 月12 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 6 月19 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 6 月 26 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3003
◦ 6 月19 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦6月11日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く婦人の家☎37・1522）
◦6月22日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家（立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦6月16日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦6月1日㈪13:00 ～16:00 ／社会福祉会館、
地域福祉センター（上陽）、ふじの里（黒木）、
立花市民センター、星野支所、矢部公民館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦6月4日㈭ 13:30 ～16:00 ／社会福祉会館
◦6月3日㈬、17日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月9日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月8日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦6月2日㈪ 13:30 ～ 16:00 ／矢部公民館
◦6月10日㈬ 9:00 ～12:00 ／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦6月12日㈮ 13:30～16:00/ふじの里（黒木）
◦6月19日㈮ 13:30～16:00／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦6月3日㈬、17日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦6月3日㈬、17日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月10日㈬、24日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）

◦6月10日㈬、24日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦6月5日㈮ 13:00 ～ 15:00 ／商工会議所
税務相談会
◦6月8日㈪ 10:00 ～ 15:00 ／商工会議所
経営支援相談会
◦6月15日㈪ 13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎22・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦6月16日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所206会議室
◦6月11日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月12日㈮・16日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月16日㈫ 10:00～12:00/かがやき（立花）
◦6月11日㈭ 11:00 ～ 12:00 ／矢部公民館
◦6月25日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※年金基礎番号をお知らせください。
◦月曜日（休日の場合は翌日） 8:30 ～
19:00 ／火～金曜日8:30 ～ 17:15 ／毎
月第2土曜日9:30 ～ 16:00
※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦毎週月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所

　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦6月16日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市役所消費生活相談窓口 
　※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県ひとり親
家庭等就業・自立支援センター☎092・
584・3931
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
　士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木支所内）
　☎42・1119

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

6月21日㈰ 旧 矢部診療所 → 新 原医院（黒木町）☎42・0336在宅医当番の変更



　
ほ
の
か
に
甘
く
香
る
く
ち
な
し

の
花
が
６
月
の
雨
を
彩
り
ま
す
。

今
回
は
くつ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ーン
ピ

ア
八
女
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
61
年
７
月
に
グ
リ
ーン
ピ

ア
八
女
が
で
き
、
28
年
余
り
が
経

ち
ま
し
た
。
そ
の
当
時
か
ら
育
っ

た
木
々
や
花
々
が
ゲ
ー
ト
入
り
口

か
ら
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
４
月
や

５
月
に
は
桜
に
始
ま
り
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
や
し
ゃ
く
な
げ
が
、
６
月
に

は
ア
ジ
サ
イ
な
ど
が
咲
き
誇
り
園

内
が
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
初
夏

に
も
花
の
便
り
を
颯
爽
と
伝
え
て

く
れ
ま
す
。

　
今
回
話
を
伺っ
た
営
業
部
長
の

吉
開
さ
ん
の
お
す
す
め
の
光
景
は
、

「
早
朝
の
山
に
霧
が
か
か
り
、
自

然
と
放
た
れ
る
朝
の
射
光
が
星
野

村
の
石
割
岳
や
平
野
岳
、矢
部
村

の
釈
迦
岳
と
いっ
た
山
へ々
降
り
注

ぐ
につ
れ
、ス
ーっ
と
霧
が
晴
れ
る
。

あ
の
神
秘
さ
は
何
度
見
て
も
素
晴

ら
し
く
、特
別
な
景
色
」と
おっし
ゃ

い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
渡わ
た
う
ち内

公
園
の
展
望

台
か
ら
は
、
八
女
市
街
を
眺
む
こ

と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
町

は
と
て
も
キ
ラ
キ
ラ
と
光って
み
え

ま
す
。
標
高
が
あ
る
分
、いつ
も

と
違っ
た
風
景
を
四
季
折
々
楽
し

め
る
場
所
で
す
。
ま
た
、
土
日
祝

限
定
の
ゴ
ー
カ
ー
ト
や
弓
掛
池
内

の
ボ
ー
ト
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴル

フ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
温

泉
館
は
３
月
１
日
に
リニュー
ア
ル

オ
ー
プン
し
、
新
し
く
陶
器
製
桶

風
呂
や
電
気
風
呂
の
仲
間
が
増

え
、ゆっ
く
り
と
くつ
ろ
げ
る
空
間

で
す
。
宴
会
場
で
は
黒
木
町
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
小
庭
園
が
あ
り
、
２

階
で
も
風
情
を
感
じ
な
が
ら
お
食

事
が
で
き
ま
す
。
夏
に
向
け
子
ど

も
た
ち
は
レ
ジャ
ー
プ
ー
ル
が
待
ち

遠
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ゆっ
く
り

と
楽
し
め
る
グ
リ
ーン
ピ
ア
八
女へ

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

（
☎
４
２
・
２
４
０
０
）

◦
ゴ
ー
カ
ー
ト
１
周
５
０
０
円
、

ボ
ー
ト
（
大
き
さ
に
よ
る
）
30
分

５
０
０
円
～
１
０
０
０
円

◦
温
泉
営
業
時
間　

10
時
～
21

時
、
料
金
：
中
学
生
以
上
５
０

０
円
、４
歳
以
上
２
５
０
円

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.25

くつろぎの森グリーンピア八女
　　　in 黒木町

茶のくに観光案内所 いのくち

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝秘書広報課秘書広報係（☎23・1110）

堤 理
さとし

ちゃん

Ｈ26年6月15日生（黒木町）

1歳誕生日おめでとう☆
お姉ちゃんと仲良く元
気に育ってね♡

我が家のアイドル。お兄
ちゃん達と仲良くすくす
く元気に成長してね！

理くん、お誕生日おめで
とう！いつも元気いっぱ
い♡スマイル満点です。

誕生日おめでとう。あ
なたがいるだけで、み
んな幸せ一杯です。

松尾 惠
け い じ

司ちゃん熊谷 蒼
そ う ま

馬ちゃん

内藤 花
はな

ちゃん

Ｈ26年6月4日生（立花町）Ｈ26年6月3日生（井延）

Ｈ26年6月13日生（蒲原）
野上 朔

さ く た ろ う

太郎ちゃん

Ｈ26年6月11日生（吉田）

鵜木 結
ゆ な

愛ちゃん 下川 琉
る い

生ちゃん

Ｈ26年6月17日生（立花町） Ｈ26年6月17日生（稲冨）

笑顔で皆を幸せにしてく
れる惠ちゃん♡元気いっ
ぱい大きくなってね♡

祝1歳�いつもニコ
ニコ愛嬌良し君♡家族
みーんな大好きだよ♡

1歳おめでとう♡これ
からも可愛い笑顔の花
ちゃんでいてね。

お誕生日おめでとう‼
元気に笑顔でスクスク
育ってね♡

かこちゃん、お誕生日お
めでとう！笑顔いっぱいす
くすく元気に育ってね♡

見たこともないハイハイ
をする瑠那ちゃん。お姉
ちゃん大好きです♡

お誕生日おめでとう‼
元気にすくすく育って
ね！大スキだよ♡♡

お誕生日おめでとう。大
好きなお姉ちゃん、お兄
ちゃんと仲良くしてね。

祝1歳♡兄弟仲良く、
元気一杯大きくなって
ね！！

お誕生日おめでとう。
健ちゃん、元気にすく
すく大きくなってね♡

祝１歳♡たくさん遊ん
でたくさん笑って元気
に大きくなってね♡

お誕生日おめでとう！
ニコニコ笑顔で元気
いっぱい育ってね♡

1歳のお誕生日おめでと
う♡お姉ちゃんと仲良く
元気に大きくなってね。

お誕生日おめでとう�
のびのびと元気いっぱ
い育ってね♡

ここちゃん♡１歳おめでと
う！かわいい笑顔沢山見せ
てね♡

いつもニコニコ優仁大
好き♡お兄ちゃん達と
仲良く元気に育ってね。

1歳おめでとう♡いっ
ぱい食べて元気に育っ
てね☆

伊藤 健
けんしん

心ちゃん

井上 瑠
る か

夏ちゃん 中尾 圭
けいいちろう

一朗ちゃん

江崎 颯
そ う ま

真ちゃん田島 翼
つばさ

ちゃん井上 心
こ こ あ

愛ちゃん 中村 優
ゆ う と

仁ちゃん

平井 結
ゆ の

望ちゃん

清水 奏
そ う ま

真ちゃん 坂田 佳
か こ

子ちゃん鍋島 瑠
る な

那ちゃん栗山 寧
ね ね

々ちゃん

中村 紀
き よ ま

与優ちゃん 大津 勇
ゆ う ご

琥ちゃん

Ｈ26年6月8日生（蒲原）

Ｈ26年6月18日生（平田） Ｈ26年6月18日生（室岡）

Ｈ26年6月5日生（室岡）Ｈ26年6月3日生（亀甲）Ｈ26年6月2日生（本村） Ｈ26年6月6日生（祈祷院）

Ｈ26年6月19日生（馬場）

Ｈ26年6月14日生（北平塚） Ｈ26年6月14日生（井延）Ｈ26年6月10日生（黒木町）Ｈ26年6月8日生（本町）

Ｈ26年6月23日生（酒井田） Ｈ26年6月24日生（忠見）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

ＦＭ ＹＡＭＥ 80.1MHz　NOW ON ＡＩＲ! ＦＭ八女制作番組　「がまだすワイド 801」 
毎週月曜～金曜　12：30 ～15：00 生放送！
※20:30～22:30まで毎日再放送しています。

▼
九
州
オ
ル
レ
の
取
材
で
、久

し
ぶ
り
に「
歩
い
た
～
」と
実

感
し
ま
し
た
。
自
然
を
感
じ
、

皆
さ
ん
と
話
し
な
が
ら
歩
く

こ
と
で
心
身
と
も
に
爽
快
な

気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。
今

後
は
「
歩
く
」
を
習
慣
に
…
、

で
き
た
ら
い
い
な
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
松
尾
太
郎
五
郎
久
家
茶
園

の
取
材
で
頂
い
た
煎
茶
。
八

女
茶
発
祥
か
ら
続
く
歴
史
を

感
じ
な
が
ら
、深
い
コ
ク
と
爽

や
か
な
渋
み
の
味
わ
い
に
感

動
。時
代
を
つ
な
ぎ
茶
の
道

を
究
め
る
35
代
の
さ
ら
な
る

活
躍
を
祈
り
ま
す
。（
Ｋ
・Ｋ
）

▼
お
り
な
す
八
女
で
聴
い
た

合
唱
組
曲『
筑
後
川
』の
余
韻

に
浸
っ
て
い
ま
す
。
團
伊
玖
磨

さ
ん
と
八
女
の
素
晴
ら
し
い
ご

縁
を
紡
い
で
く
だ
さ
っ
た
黒
木

町
の
吉
村
誠
さ
ん
に
改
め
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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